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  序文


  「現在の真理」（二ペテロ一・十二）。


  



  霊感された真理はすべて必要であり重要ですが、神がある時に強調されるある真理があります。神は常に時代と世代に語りかけておられますが、決して闇雲に語るのではなく、常に的を射たことを時代に即して語られます。


  時代の思潮が一人の人間の至高性になびいて、主権者たる法王を天の総督また地上におけるキリストの直接的代理人と認めよという教えがなされた時、神はジャン・カルヴァンを起こして、神の主権を強調させ、当時の人に、神だけが人の心を支配する権利を持つことを教えさせました。


  形式主義がキリスト教圏の人々の心をまどろませる影響を及ぼした時、神はウェスレー兄弟、ジョージ・ホイットフィールド、フレッチャー、その世代の福音的指導者たちを起こして、新生の必要性を教えさせ、聖霊の働きを強調させました。


  その後、福音的運動によって、信仰による義認とキリストの千年王国前の再臨という教理が、当時の名ばかりの教会の教えに対して、明確かつ大胆に浮き彫りにされるようになりました。


  一世代前、神はチャールズ・フィニーの務めとその信奉者たちの証しを、当時の世俗性と妥協の精神に対する解毒剤として用いて、より深いクリスチャン生活の教理を際立たせました。


  このように、時代ごとに、神は最も必要とされている特別なメッセージを語られます。そのため、現在の真理、すなわちその時代に対する神のメッセージと呼ぶのにふさわしい、神の何らかの真理が常に存在するのです。神は、ご自身を理解して、ご自分が命じたことを説く使者を常に望んでおられます。そして、そのような僕たちが見つかると、神は常に彼らを用いて、彼らの務めを祝福されます。


  現在の真理であると最も思われる、真理の一つの系統があります。それは超自然についての真理です。


  人間は人間を溺愛するようになっています。そのため、神を見過ごすおそれがあります。現代は進歩を誇りとしており、私たちはその二次光に眩惑されるあまり、神の天の大空に輝く明るい太陽を見られなくなっています。悪魔は超自然的なものを、聖書の中から、教会の中から、そして私たちの個人的クリスチャン生活の中から、排除しようとしています。そして、宗教を人の科学にまで矮小化して、合理的原理や自然的要因から説明できないものをすべて抹消しようとしています。そのため、来るべき王国に対する私たちのさいわいな希望すら笑い飛ばされているのです。また、人は、自分自身の使命を果たして、人類を最高に発達させるには、自分自身だけで十分である、と考えているのです。


  超自然に関する神の啓示はこれに立ち向かいます。それにより私たち人間の驕りが無に帰して、無限の神――「この方のために、この方によって万物は存在します」――の光の中で私たち自身と私たちの時代に関する適切な見解が与えられるまで、それを見続けようではありませんか。


  



  第一章 超自然的な神


  聖書の最初の文章は、私たちを人間や自然ではなく、神と向き合わせます――「初めに神」とあります。確かに、「創造された」という動詞がその後に続きますが、それに至るずっと前に強調のための間があり、無限の神が私たちの前に立って、無限の空間を満たし、ご自身の内に全被造物と、後に全能の御手から発することになる無数の存在とを抱かれます。聖書は神と共に始まります。すべての本、すべての人生のすべての章が、同じように安らかで崇高な始まり方をしていたら良かったでしょう。


  聖書はまた神と共に終わります。その最後のメッセージを見ると、黙示録にこうあります、「わたしはアルファでありオメガである、初めであり終わりであると、今おられ、昔おられ、やがて来るべき者、全能者である主が言われる」。アルファとして始めた方が、オメガとして終えられます。そしてその両端の間に、贖いの物語がすべて含まれます。


  黙示録の最後の節を見ると――祈りは除くことにします――この書はイエス・キリストと共に終わることがわかります。この書は神と共に始まり、イエス・キリストと共に終わります。そしてその両者の間に、救いの物語がすべて含まれます。


  麗しいことに、同様の偉大な文章を使徒は天の岸辺で記しました、「私の神は、その栄光の富にしたがって、あなたたちの必要をすべて満たしてくださいます。キリスト・イエスによってです」。この御言葉は「私の神」で始まり、「キリスト・イエス」で終わります。そして、その間に、私たちの必要とその無限の供給があります。なんと安らかな祝福された立場でしょう！


  この壮大な始まりに応じるかたちで、神は常に啓示と贖いの物語の場面にご自身の性格と臨在を投影されます。聖書には崇高な主我主義が見いだされます。他の人には不似合いなことが、神においては絶対的に正しいと感じるのです。何度も何度も神は自らを主張されます。そして、私たちは、彼の卓越性、主権、首位権を本能的に悟ります。それには、人が知って認識する必要があるもの、すなわち、神の臨在と栄光がまさに込められています。それは、神を知るために、神の臨在を認識して全能者のかげの下に生きるために、他の何ものにもまして私たちの生活に必要なことを示します。


  私たちは時々、その人の個性よりも、その人が帯びている神の臨在の方に強い印象を受ける人物に出会います。これがエノクの特徴でした。彼について一つだけ述べられている素晴らしい点は、彼が神の臨在の中を歩んだことです。サムエルやエリヤについては、各々、「神の人」と認められていたことが記されています。


  私たちが人生で望んでいるのは、神を知ること、神と共に歩むこと、神の人となること、そして次に他の人々に神を供給することです。


  神が人をより親密な関係に召したり、より高度な任務に就かせたりされる時は、その召しにはご自身についての何らかの顕著な啓示が常に伴っていました。


  私たちは、アブラハムの生涯の転機のときに神がエル・シャダイとして彼のもとに来て、次に、ご自身が与えた新たな啓示に見合うより高い立場に上るようアブラハムに命じられたのを見いだします。「わたしはエル・シャダイである」と神は言われました。「わたしの前に歩み、完全（まっすぐ）でありなさい」。わたしは全能者、絶対者、無限なる者、十全な神である、と言われました。今、あなたが得たこのビジョン、わたしが与えたこの啓示に見合う生き方をしなさい、と言われたのです。神が与えてくださったこの水準に応じてください。十全な神を持つ者として生きてください。


  あなたはこのように生きてきませんでした。わたしの前を歩んできませんでした。サラ、ハガル、環境、あなたの困難や限界や弱さの前を歩んできました。今、そうしたいっさいのものの上に目を上げて、十分な神であるわたしだけを見なさい。そして、妥協なき信仰によってまっすぐに立ちなさい。そしてそれ以降アブラハムは、「不信仰によって神の約束を疑うことをせず、信仰によって強められ、神に栄光を帰し、そして神は約束したことを行うことができると、完全に確信した」のです。


  アブラハムの信仰の秘訣は、彼が超自然的な神を知っていたことでした。ですから、使徒はローマ四章で彼について描写する際、こう述べたのです、彼は「彼が信じた者、すなわち死人を生かし、無から有を呼び出される方の御前」で神の基準を満たしたのである、と。


  神がモーセのもとにやって来て、途方もない働きに送り出そうとされた時、神がモーセの心に一つだけ印象づけようとされたのは、ご自身の超自然的な臨在が彼と同行するということでした。モーセのすべての恐れと疑いに対して、神はただ「わたしは在りて在る者である」とお答えになりました。神はただご自身の大いなる小切手を振り出して、それに署名し、モーセが何でも望みのままに書き込めるようそれに空欄を残されました。神はこう言っておられるようでした、「あなたが困難の中にあるとき、わたしが勇気です。あなたが弱さの中にあるとき、わたしが力です。わたしはパロに対する勝利であり、紅海に対する主権であり、荒野におけるパンであり、岩からの水であり、砂漠を導く者であり、ミディアン人とカナン人を征服する者です。わたしはあなたが導く反抗的な民に対するあわれみと赦しです」。それから、ああ、モーセはもう一つ追加してもらいました、「わたしは、良き地を失わないようにあなたを保つ恵みと力です」。


  そしてモーセがなおも論じてぐずぐずした時、神は「確かにわたしはあなたと共にいる」という決定的言葉でお答えになりました。後の荒野における物語では、モーセがこの偉大な約束に頼って、「もしあなたの臨在が私と共に行かないなら、私たちをここから上らせないでください」と叫んだところ、「わたしの臨在があなたと共に行こう」という返答があったのを、私たちは見ます。モーセをあのような者にし、イスラエルをあのようにならせたのは神であり、ただ神だけだったのです。


  モーセの後を継いで勝利するためにヨシュアに与えられた備えはこれに尽きました。「強くあれ、勇敢であれ。恐れてはならない、おののいてはならない。あなたがどこに行っても、あなたの神である主があなたと共にいる」と神は保証されました。「わたしはあなたと共にいます。わたしはあなたを見捨てず、あなたを見放しません」。少しして、ヨシュアの指揮権が強大になりすぎるおそれが生じた時、神は彼に会って彼を塵の中に伏させ、自らイスラエルの勝利の信仰の軍隊を指揮されました。エリコの城壁を偵察しに出かけたとき、ヨシュアは抜き身の剣を持つ一人の人に出会い、軍人としての直感にしたがって、その人に立ち向かい、「あなたは私たちの味方ですが、それとも私たちの敵の味方ですか？」と叫びました。それに対する返答によって彼はひれ伏しました。「どちらでもありません、しかしわたしは主の軍勢の将として今、来たのです（中略）あなたの足から履き物を脱ぎなさい」。わたしは指導者であり、あなたはわたしの命令を行って、あなたを通してわたしに勝利を得させるだけでよいのです。


  神のビジョンによってイザヤは務めに召されました。また、それによって強められて、同胞の拒絶に耐え、反抗的な民のただ中でただ神と共に立つことができました。


  聖書の中で、エレミヤに対する神の壮大な約束ほど素晴らしいものはありません。「主はこう言われる、それを造った者、それを形造って確立した主、主がその名である。わたしを呼べ、そうすれば、わたしはあなたに答え、あなたの知らない大いなる素晴らしい事をあなたに示そう」。


  これはとても輝かしい、感動的な約束ですが、その最も輝かしい部分は、神がご自身を預言者に紹介された序文と御名の箇所です。「主（エホバ）はこう言われる、それを造った者」――宇宙の創造者のことではなく、エレミヤが求めようとしているものを造る者のことです。それは、今はまだ存在しないものであり、そのための材料もまだ現れていないものです。それは、当然ながら、不可能なことです。それは、神が布地からではなく、布のないところから切り出さなければならないものです。実体化されるには創造される必要があるものであり、それについて神はこう言われます、「わたしはそれを造る者であり、あなたの信仰の呼びかけによってそれを創造します。わたしはそれを形造って確立します」。


  この信仰こそ、使徒がへブル人への手紙で述べているものです。「信仰によって、私たちは、宇宙が神の言葉によって組み立てられており、こうして、見えるものは現れているものから造られたのではないことを理解します」。つまり、それは、見えないもの、まだ実在していないものを信じる信仰なのです。それは、あなたの気性に欠けている優しさを、神に求めることができる信仰であり、あなたが風に揺れる葦のように震えている時に勇気を、あなたが漂う砂のように不安定な時に堅固な意志を、先天的性質や後天的傾向性によって下降線を辿るよう誘われる時に義と聖さを、あなたの体がボロボロになって健康がすっかり失われた時に健康と力を、神に求めることができる信仰です。金剛石のようにかたくなに思われる人々のために、扉はすべて閉ざされて努力はすべて無駄であるように見える奉仕のために、神に求めることができる信仰です。これこそ、私たちが相手にしている神、超自然の神、「それを造った者（中略）エホバがその名である」方です。彼を認識し、彼に信頼し、その無限の十全性を活用しようではありませんか。


  ハガイ書には美しい約束の数々があります。それらの約束の中で神は、ご自身の奮闘している小さな群れに向かって――彼らは困難な時にわずかな力しかないのに回復の偉大な働きを成し遂げようとしていました――告げておられます、「わたしはあなたたちと共にいる。わたしの霊があなたたちの間にとどまっている。あなたたちは恐れる必要はない。強くあれ、そして、成功を確信しつつ働きなさい」と。この美しい段落では、預言者が「万軍の主はこう言われる」とこの高貴な御名を何度も繰り返しているのが印象的です。それはまるで、神がご自分の震える子供たちに、神の顔を見上げて、神が語っていること、神がそこにいること、神はこの緊急事態にも対応できることを再確認せよ、と絶えず命じておられるかのようです。


  これは、パウロの弱さに対してキリストがされた約束の、あの美しい訳文に対応しています。「彼は私に言われました」、あるいはギリシャ語では、「彼は私に言い続けられました、わたしの恵みはあなたに対して十分である、と」。何度も何度も彼は私たちに、ご自身の臨在と十全性を繰り返し保証してくださるのです。


  キリストは、使徒たちに出て行って諸国民を福音化するよう命じた時、彼らにご自身の全能性と偏在性を力強く強調されました。「天においても地においても、すべての力がわたしに与えられています（中略）見よ、わたしは世の終わりまで常にあなたたちと共にいます」。


  これこそ、私たちの宣教事業、このうえなく大胆な信仰、このうえなく崇高な努力、このうえなく困難な企てに対する保証です。私たちには、主権者たちや権力者たちや地と地獄の勢力に立ち向かうときに私たちを導いてくださる、超自然的なキリストがおられるのです。


  結論として、神がご自身の至高性を強調されるのは、人間の無知で愚かな高ぶりのためなのです。私たちは、人間が自己満足している時代に、驕った人間が「さあ、行って、その頂が天に届く都と塔を建てよう」と言っている時代に生きています。それに対して神はあわれみとさげすみをもって、「さあ、下って行って、彼らの言葉を混乱させよう」と言っておられます。


  しかし、神が常にご自身を主張されるのは、私たちとはちがって、ちっぽけな利己主義的精神からではありません。ご自身の主権が、ご自身の栄光のために必要であるように、宇宙のために必要だからなのです。神がこの人称代名詞を繰り返して、崇高な自覚をもって私たちの前に立たれる時、私たちはこう感じます、人にはおこがましいことが神には正しいのであり、そして、神がすべてのすべてとして認識されることが、宇宙の秩序と幸福のために必要不可欠なのである、と。


  神の主権と至高性は、私たちの必要をすべて満たします。私たちが減少して彼が増し加わるほど、私たちの幸福と祝福はますます増し加わります。私たちの自尊心は、神が私たちの心と生活の中に啓示されるのを妨げる最大の障害です。神が入って来るには、自己は出て行かなければなりません。自己に対して死ねば死ぬほど、神を完全に受け入れる余地が増すのです。


  勉強の進み具合が悪くて父親に叱られた少年の話は教訓に富んでいます。その少年は、自分は最善を尽くしているのに、読んだことを覚えられない、と不満を漏らしていました。父親は少年の部屋に黄表紙の本がたくさんあることに気づき、「チャーリー、食器棚の上にあるリンゴの入ったかごを空にしておくれ」と言いました。チャーリーがリンゴを出すと、父親は、「隣の大工の店に行って、かごいっぱいのこっぱと削りくずを持ってきておくれ」と言いました。少年は父親に言われたとおりにしました。かごが戻って来た時、それは削りくずでいっぱいでした。「さて」と父親は言いました。「リンゴを入れてごらん」。チャーリーがリンゴをいくつか入れると、リンゴは転がり落ちてしまいました。「リンゴを入れなさい」と父親は言いました。「全部入れなさい」。「できないよ」とチャーリーは言いました。「入らないよ」。「どうして入らないんだい？」と父親は言いました。「だって」とチャーリーは言いました。「かごは削りくずで半分埋まっていて、もうリンゴは全部は入らないんだもん」。「ああ」と父親は言いました。「それがお前の問題なんだよ。お前は有益な知識を自分の頭に詰め込もうとしているが、お前の頭はすでに馬鹿げた物語の本でいっぱいなんだよ」。


  この物語を少し応用すると、私たちの霊的失敗の隠れた理由がわかります。私たちは聖霊に心を満たしてもらおうとしてきましたが、心はすでに多くのもので満たされていたのです。キリストを王としようとしてきましたが、その間ずっと、古い反逆者の自己が彼の邪魔をして、彼の王座を奪おうとしていたのです。


  最後に、私たちの心と生活の中に啓示される神の啓示は、あの輝かしい神の出現――これを時代は待ち望んでいます――の前味わいにほかなりません。私たちはあの祝福された望み、偉大な神であり私たちの救い主であるイエス・キリストの輝かしい出現を待ち望んでいます。キリストは待ち望んでいる花嫁の心にご自身の性格を投影しておられます。ご自身をその人々に対して大いに実際化しつつあります。そして彼らのために、ある日、感覚の覆いを破って出現されます。彼らは彼を見つめつつ叫ぶでしょう、「見よ、この方こそ私たちの神です。私たちはこの方を待っていたのです」。


  昔、ニューイングランドで、ピルグリム・ファーザーズの一団が窮乏の中にありました。彼らはイギリスからの物資を積んだ船をずっと待っていました。その群れの中の一人の善良な女性は、強い信仰を持って祈り、その船はやがて着くと人々に話していました。すると確かに、ある晩、彼らがボストン湾を見渡すと船が見えました。彼らの心は喜びと希望に満ちました。しかし、朝になると、その船は消えていたのです。彼らの中のある者たちは言いました、あれは蜃気楼だったか、おそらく、船本体が現れる前に光の屈折によって投影された近づく船の虚像だったのだ、と。しかし彼らは、その幻を見た以上、必ずやその船を見ることになる、と感じていました。そして、彼らはその船を見たのです。その週の終わる前に、船は港に停泊して、飢えた植民地の人々に積み荷のパンを供給したのです。


  このように、神はまず私たちに、生ける、個人的な、栄光のキリストのビジョンを与えてくださいます。まもなく、私たちの目は彼を見るでしょう。そして、私たちは永遠に彼と共にいるようになるでしょう。全き栄光の中におられる彼のことを理解しようではありませんか。いつの日か、ありのままの彼を見る時、私たちは彼のようになるのです。


  



  第二章 超自然的な書物


  「あなたたちが再生されたのは、朽ちる種からではなく、朽ちない種から、すなわち、神の生きている、存続する言によるのです。なぜなら、『すべての肉は草のようで、人の栄光はすべて草の花のようだ。草はしおれ、花は散る。しかし、主の言葉は永遠に存続する』」（一ペテロ一・二三～二五）。


  



  今日、神の御言葉の霊感性と最高の権威ほど、人の心に強く訴える必要のある証しはありません。悪意あるサタンと傲慢な人間文化は、かつてなかったほど、聖書の中から超自然的なものを排除しようとしています。そして神のこの書を、この世の文学の残骸の中から救い出された、たんなる古文書集に変えようとしています。


  聖書は他のどの本とも異なっており、敵のあらゆる攻撃を生き延びてきましたし、これからも生き延びるでしょう。それはニューヨーク湾の水面を照らす電照灯のようです。無謀にもそれに飛び込む多くの海鳥の翼に打たれてきましたが、なおも動じることなく輝き続けています。他方、無謀にもそれに突っ込んだ愚かな海鳥たちは、その足元で血を流して傷つき倒れています。


  聖書は、敵対的な批判のハンマーを何度も打ち砕いてきた金床です。この金床は、それを襲ったあらゆるものの残骸のただ中で、動じることなく依然として残っています。


  聖書は、他のどの書にも優って崇高で孤高な書です。「私に本を持ってきてください」とウォルター・スコット卿は死の間際、義理の息子に言いました。ロックハートが「どの本ですか、ウォルター卿」と尋ねたところ、「一つしかありません――聖書です」という単純な返答がありました。


  アレキサンダー・ダフが、八百冊以上の立派な蔵書を含む大量の素晴らしい荷物を持ってインドに向けて航海していた時、乗っていた船が喜望峰の沖で難破しました。救出された乗客らが海岸に辿り着いた時、彼の荷物の中で唯一助かったのが、波で砂浜に打ち上げられた一冊の聖書でした。彼がそれを拾い上げて、包装を取り除くと、全く無傷であることがわかりました。彼はこの出来事に深く感動したので、その聖書を開いて、海岸で自分の周りに立っていた小さな群れに、その尊い約束のいくつかを読み聞かせました。彼の立派な蔵書はなくなりましたが、聖書だけが難破から唯一救われました。彼にとって、それは次のことを示す美しい絵図でした。すなわち、後に彼の人生の目的となったものである聖書は、この世の文学の中から残る唯一の本であり、インド――その地で彼は一生過ごそうとしていました――に与える価値のある唯一の本であることです。


  諸々の時代の文学はみな、時の流れの中で消え失せることになります。しかし、ダフの救出された聖書のように、神の御言葉は時代の荒波を生き延びて、それを受け入れた人々に、それ自身と同じくらい輝かしい不滅性を与えます。


  この聖なる書物の擁護者・教師たるべき人々の多くが、この書物を完全に否定しないまでも、その至高性を損ない、その無誤謬の権威に疑問を呈する人々の仲間入りをして、少しでも安っぽい人気を得、高い教養を身につけようとしている傾向を見るのは、とても悲しくて残念なことです。聖書は、すべてか無かのいずれかです。鎖の強さはその最も弱い箇所によって決まりますが、もし神の御言葉が絶対的かつ完全に真実でないなら、それは私たちが錨を下ろして、私たちの永遠の平和を保証するにはあまりにも弱い綱ということになります。神に感謝します。私たちには、聖書を超自然的な神の超自然的な啓示として、人の言葉ではなく、永遠に生きて存続する神の御言葉として、受け入れる根拠があるのです。


  時代は過ぎ去っても、聖書は批判家たちの攻撃を生き延びてきました。聖書は哲学や科学を教えるものではありませんが、哲学や科学はいくら進歩しても、聖書の信憑性に対して一つも反論できません。ある世代の科学なるものが聖書に異議を唱えたとしても、次の世代の高度な知識によって聖書の正しさが確認されることになるのです。


  かつて次のような時代がありました。創世記一章は科学上の既成事実と矛盾すると思われていたのです。創世記一章は、最初に光が創造され、太陽や他の天体は四日目まで創造されなかった、と教えているからです。しかし、数年後、神は科学を導いて分光器を発見させられました。そして、それに伴って光が太陽の前に存在していた事実と、モーセは自然界の現実と全く一致していることが明らかになったのです。


  敬虔な学者たちは、自然界の荘厳な事実に対する神の御言葉の比喩の中にすら、偉大な真理との隠れた調和――この調和を科学はいま発見し始めたばかりです――があることを、日々、見いだしつつあります。ヨブがプレアデスの麗しい影響について語り、ダビデが詩篇十九篇で物言う光について述べた時、彼らは実際に、光学と天文学という壮大な科学の深遠な事実と最新の発見の一部を教えていたのです。どの戦いでも、この神聖な書物はその正当性を証明されて勝利します。


  
    谷間からせりあがり、


    中腹に雲をいただいて


    恐るべき姿でそびえたつ


    高い絶壁のように、


    


    たとえ中腹には群雲が


    広がっていても


    永遠の陽光が


    その頂を照らす。
  


  神の御言葉の超自然的性格と至高の権威を示す五人の証人を連れてくれば十分でしょう。


  奇跡。この書は超自然的試練によって私たちに訴えかけます。その証人たちの超人的な力を証拠として主張します。この書は無限の創造主に対して、どんな被造物の力も超えていることがわかるような御業によって、そのメッセージを証明するように訴えかけます。デイビッド・ヒュームの著作で有名になった奇跡に対する標準的な反論は、奇跡は自然の統一性に反しており、したがって真実ではありえない、なぜなら、私たちは自然の画一的証しを信じるべきであって、それと矛盾するように思われるいかなる単一の証言にも反対するべきだから、というものです。この主張は、自然に関する私たちの経験が限定的・部分的であるのと同様に、全く根拠薄弱で愚かしいものです。


  ある探検家が、コンゴ上流のある酋長に、北方気候に見られる氷について話し、自分は川が完全に凍りついて水が石のように固まるのを見たことがあると断言しました。「そんなことは自然にまつわるあらゆる経験に反します」と酋長は答えて、探検家を嘲笑しました。そんなことは酋長も、その祖先たちも、いや、中央アフリカのだれ一人として聞いたことがありませんでした。しかし、その酋長の小さな世界は、より広大な世界の一部にすぎなかったのです。


  ですから、デイビッド・ヒュームの経験も、彼が追跡・観察した世の人の経験も、自然界の完全な諸事実に対する最終的結論では決してなかったのです。彼が網羅しなかったもっと広い世界があるのであり、その世界では、奇跡はより低い水準における自然の通常の営みと同じくらい現実的なものなのです。事実、いつの日か、私たちはおそらく見いだすかもしれません、奇跡さえも、私たちが理解していない神聖な水準に基づく高次の法則の作用にすぎないことを、つまり、奇跡はあの霊の領域――それはいつの日か私たちにとって普通の領域になるでしょう――の力を一時のあいだ差し止めることであることを。


  しかし、満足のいく証拠によって実証された事実こそ、それは神によってなされたという証しの正しさを示す決定的な印であり証拠です。キリストはご自身の御業をご自身の神聖な性格とご自身の教えの正しさを示す証拠として明確に主張されました。もし神が聖なる神であるならば、その主張が真実でないのに、それに応じて、その証しを承認されるとは考えられません。


  ストラスブール大聖堂の大時計の製作者兼管理者が、大聖堂の当局者たちから深刻な誤解を被りました。そして、当局者たちに引く気がないのを見て取ると、彼は静かに塔の一本のゼンマイに触れました。すると時計は動きを止めました。人々は怪訝に思い、問いただし、不平を鳴らし、抗議しました。当局者たちは機械工や専門家や熟練した職人を雇いましたが無駄でした。だれもその仕組みを理解できず、時計を動かせませんでした。ついに彼らは製作者に頼んで、製作者の条件を吞まざるをえなくなりました。そこで製作者が再び静かにゼンマイに触れると、すべての機械が動き始めたのです。彼は製作者であって、それを止めることも、その動きを回復することもできたからです。


  同様に、御手だけが自然の複雑な機構の強力な車輪を停止できますし、御手だけが停止させられたその力を回復できます。そして、その御手がエリヤの言葉で天を閉ざし、同じ預言の言葉で天を開いて大雨を降らせるのを見る時、私たちは彼が僕の言葉を証ししておられることを知ります。波は静まり、病人は癒され、死人はよみがえらされ、神の御子ご自身が封印された墓から出てこられるのを見る時、私たちにこの御言葉を与えた証人たちがその正しさを断言している以上、頭の固い頑固で盲目な人以外に誰が、これは確かに天からの権威あるメッセージであり、生ける神の御言葉であることを疑えるでしょう？


  予言。人間の鋭い知性は、将来についてある程度の確度で推測することに成功するかもしれません。しかし、異教徒の神託や賢者・賢人のこのうえなく大胆で賢明な推測と、聖書の明確な決定的予言との間には、無限の隔たりがあります。


  予言の基準はきわめて単純かつ明白です。


  第一に、予測された出来事は十分遠い未来のことでなければなりません。


  第二に、予測は明示的なものでなければなりませんし、地域、状況、名前など、間違いなく特定可能な目印を帯びていなければなりません。


  第三に、懸案の出来事を引き起こす可能性のある明確な原因や一連の状況を、その予測の著者が知りえないことです。


  第四に、その成就は、開かれた公のものであって、十分な目撃者がいなければなりません。それは虚偽を全く不可能にするためです。


  これらは、人間の知恵による推測と区別する、予言の試金石のほんの一部にすぎません。これらの点で、聖書の予言は真理の明るい陽光の中で輝いています。


  ここで、三種類の予言について見ることにしましょう。第一に、この世の国々や政治体制に関する予言があります。それらの予言が成就される何世紀も前に、イザヤ、エレミヤ、ダニエルなどの多くの預言者たちが、世界の大帝国の実際の推移、すなわち、バビロン、メド・ペルシャ、ギリシャ、ローマ、ローマから発する政治・教会制度の興亡について予言しました。世界政治の将来についての完璧な展望が示されました。その後、何世紀にもわたって、それらの予言は文字どおり成就されてきました。さて、人間のどんな推測も、これらの驚異的結果を予見できなかったのではないでしょうか？それらの出来事はあまりにも遠い未来のことだったので、人には予測できなかったのです。また、予言は全世界の面前で公に成就されたのです。


  ニネベ陥落、バビロン捕囚、クロスの経歴、エドム・エジプト・ツロのような国々の歴史に関する特別な予言を詳細に取り上げる時間があれば、同じ結論に達していたでしょう。これらの予言の光に照らして見るとき、神が存在することと予言は正確に成就されることがわかります


  予言の二番目の区分はユダヤ人に関するものです。大昔のモーセの時代から旧約聖書全体にわたって、一連の明確な予言の系譜があります。それらの予言は次のことを指し示すものでした。すなわち、彼らの民族史的大事件、国々の間における彼らの優位性、彼らが異邦人征服者たちの力の下に陥ること、罪のために捕囚にされること、メシヤを拒絶すること、すべての国々の間に散らされること、他のすべての国民との区別が保たれること、最終的に彼ら自身の土地に回復されることです。


  これはみな、すでに示した試金石を満たしていることは明らかです。このような結果になりそうな状況は全くありませんでした。その予言は見事に成就されました。また、その歴史は摂理の印を大いに帯びていたため、偉大な政治家がヨーロッパの君主の一人からキリスト教の正しさを示すどんな根拠があるのかと尋ねられた時、彼は単純に「ユダヤ人です、陛下、ユダヤ人です」と答えたのでした。


  予言の三番目の偉大な区分は主イエス・キリストに関するものです。古代の予言は彼の初臨と再臨に伴うすべての状況をなんと明確に、なんと正確に指摘していることでしょう。彼の名、処女の母からの誕生、誕生の場所であるベツレヘム、同胞からの拒絶、謙卑と苦難の生涯、銀貨三十枚のために裏切られること、磔殺と死にまつわるあらゆる状況、復活、再来について示しているのです。一連のメシヤ予言はあまりにも完璧だったため、福音史家は彼の苦悩の最後の悲しいドラマのすべての段階で、起きたそれぞれの出来事がいかに「聖書が成就されるため」であったのかを書き留めたのでした。その絵図はあまりにも完璧なので、旧約聖書の予言だけからキリストの伝記を書けるほどです。誰がこの巨大な予言的証しの重みに口答えできるでしょう？誰が神の超自然的書物のこの神聖な正当性に歯向かえるでしょう？誰が聖なる崇敬と謙虚な信仰をもって、「永遠に、おお主よ、あなたの御言葉は天において堅く定まっています」と言うのを躊躇できるでしょう？


  主イエス・キリストの生涯と人物像。イエスの物語は福音書が真実であることの最も強力な証拠です。このような物語は、それが文字どおり真実でないかぎり、全く何の説明もつきません。このような人物像は私たちにとって奇跡です。それを思いつき、考え出し、このような記録というかたちで展開する精神の持ち主はだれでも、素晴らしい文学的業績のゆえに、神聖な者として不滅の栄誉を受けるに値するでしょう。


  誰がこの素晴らしい理想像を考えたのでしょう？誰の頭脳がこの本を――もしそれがただの本だとするなら――生み出したのでしょう？ルソーの「このような作り話を創作することの方が、この事実は真実であると信じることよりも、大きな奇跡だっただろう」という言葉は名言です。


  フィッシャー博士は、この人物像は独創的である、と言わざるをえませんでした。そのような人物像は、これまで世界にはありませんでした。優しさと強さ、知力と道徳的完全さ、明け渡された自己とそれでいながら崇高な威厳と自尊心というあらゆる要素が、一つに混ざり合っています。弱さはなく、それでありながら頑なさや、利己主義や、高ぶりや、人類史上の他の英雄たちのように他人を犠牲にして自分自身を高めようとする専制的野心はありません。明らかに、罪のない、しみのない、完全な人物像です。どこにも欠点は一つもありません。この理想像は終始一貫して維持されます。そして、死というまさに悲劇の中にさえ、地的成功よりも偉大な道徳的崇高さと人格的勝利があるのです。


  次に注目すべきは、この人物像は文学的技巧の成果ではなく、理想像を創り出すためにあらかじめ構想された計画にしたがって書き上げられたものでもなく、実生活の中で起きた多くの普通の出来事――日々繰り広げられる、著者にも私たちにも予見できないもの――の中から偶然生まれたものだったということです。この人物像が、繰り広げられる諸々の事実から自然に発達します。そして、その外見は、単純さ、優しさ、絶対的現実性という印象を帯びています。これらの福音書の物語を素直に読んで、次のような感覚を覚えない人はだれもいないでしょう。すなわち、自分は超自然的な生命の前に立っており、それを記しているこの書物は神の御言葉にちがいない、という感覚です。


  偉大なナポレオンですらこう述べました、「私は人間の性質をいくらか理解しているつもりです。私はあなたに申し上げたいのですが、これらの人々はただの人であり、私もただの人ですが、彼のような者は一人もいません。イエス・キリストは人以上の方でした。アレキサンダー、シーザー、シャルルマーニュ、そして私自身も、偉大な帝国を築きましたが、私たちの才が創り上げたものは力に基づくものにすぎませんでした。イエスだけが愛の上に帝国を築かれたのであり、今日でも数百万の人が彼のために喜んで死ぬでしょう。福音書はたんなる本ではありません。その持ち主を全員征服する力を持つ生き物です。この机の上にあるのは本の中の本なのです」。


  この本の影響力。この本は人間社会を変革しました。受け入れた国々を文明化しました。プロテスタント諸国の偉大さと力の秘訣はこの本にあります。それが異教徒の集団の中に入り込むと、見よ、フィジー諸島の人食い族は優しいクリスチャンになり、野蛮なインド人は平穏なキリストの弟子となり、利己的な中国人は英雄的な殉教者となり、劣悪なアフリカ人はきわめて気高い大人になります。一夫多妻制の人は妻たちを手放し、魔術師は迷信を捨て、数千の男女は信仰のゆえに郷里から追放されて時には殉教者になります。人間社会の全局面がこの神の書の高揚力と天的影響力の印を帯びています。無神論者は笑って話の種にするかもしれませんが、ヴォルテールはかつて、不信心な友人たちが自分たちの理論を食卓で議論していた時に言いました、「諸君、召使たちがいなくなるまで静かにしていなさい。もし彼らが我々と同じことを信じていたら、我々の命は無事ではなかっただろうから」。


  経験的証拠。神の子供の経験、そして、従順と信頼をもってこの書を額面どおり受け入れるすべての人にこの書がもたらす内的証拠は、この書の超自然的性質の決定的証拠です。ユダヤ教の幕屋は、外見は非常にざらざらしたありふれたものであり、その美しさは内側からしか見えませんでしたが、それと同じように、このさいわいな書を理解・評価するにはそれを愛さなければなりません。この書は神の子供の霊に語りかけて確証を与えます。その確証は、神の子供の新たにされた存在の自然な感性を目覚めさせて、サマリヤの人々のように「私たち自身が聞いて、この方こそまことにキリスト、世の救い主であることを知りました」と答えるようにさせるものです。


  この書が真実であることを知りたければ、この書を額面どおり受け取りなさい。それを心に受け入れて、単純・率直に読み、従うことによって試しなさい。そうすれば、この書が主張するとおりのものであることがわかるでしょう。


  かつて私が牧師をしていたある町に聡明な弁護士がいました。その弁護士には、私の牧会に参加している若い妻がいました。彼女は熱心なクリスチャンでした。彼は悪名高い懐疑論者であり、その地域の代表的な自由思想家と目されていました。彼と議論するのは無駄であることを私は知っていましたが、多くの人が彼のために心を込めて祈っていました。そしてついに、この美しい女性が亡くなりました。彼女の死の数日後、彼は私を彼の事務所に呼んで、率直に、自分はクリスチャンになったばかりであることを、すぐさま私に話し始めました。私は大いに驚いて、どうしてそうなったのか尋ねました。「そうですね」と彼は言いました。「私は何年も前からこのテーマに関するあらゆる文献を読んできましたが、結論に達することはできませんでした。一方の側の議論を読むと部分的に納得するのですが、もう一方の側の議論を読むと判断が逆転して、どちらかに決めることは到底無理に思われました。この重りの釣り合いを取るのに十分なほど頭脳は強くなかったので、私は生涯、正直に不決断を貫いてきました。しかし、妻が一緒に暮らしている間、私は彼女の中に自分にはないもの、そして本物だとわかるものを見ました。彼女が亡くなった時、それには私のすべての持ち物にまさる価値があることを理解しました。そして、死別の苦しみの中で、ある日突然、私は自分が彼女の神に祈っていることに気づいたのです。直ちに理性が戻って来て抗議しました。私は『なぜ自分は信じていない相手に向かって祈っているのだろう』と自問しました。しかし、私が祈りをやめる前に、その祈りは天に届き、神はそれに答えてくださったのです。かつて感じたことのない何かが私の心に臨みました。それは超自然的な臨在の感触でした。それはとても絶妙で心地よかったので、私はひたすら祈り続けました。神はまさに今に至るまで答え続けてくださいました。私にはそれを説明することも、理性で正当化することもできませんが、それでも、それが真実であることはわかります。この御方は神であること、自分はクリスチャンであることを、私は知っています。頭脳によってではなく、自分の心によってです」。


  愛する人よ、これこそ信仰の秘訣です。これこそ最高の試金石です。思い切ってこれを試してみなさい。


  
    おお、御言葉を試してみなさい、


    経験からわかるようになります、


    主の真理に信頼する者たち、ただ彼らだけが


    大いに幸いであることを。
  


  頭脳で聖書が理解できない時、それをあなたの胸にしまい、あなたの心に刻み込んで、あなたの悲しみ・罪・必要に適用しなさい。そうすれば、それが真実であることがわかります。聖書はあなたを探り、回心させ、満足させてくれるからです。


  ある盲目の少女が瀕死の状態で横たわっていました。彼女の麻痺した指では、大切な聖書の点字を触さわって読めなくなりました。悲しい叫びと共に、彼女は聖書を落とし、「私の大切な聖書、あなたの尊い約束にもう触さわれないわ」と言いました。そして、情熱的な愛の衝動に駆られて、彼女は唇を聖書に押し当てて別れを告げました。その時、突然、彼女は大きな喜びの叫びを上げて言いました、「まだ聖書を読めるわ。唇で感じられるわ」。そして、鋭敏な唇を何度も何度も、次々にページに押し当てました。それは、まるでその慰めを飲んでいるかのようでした。そして、天の約束という枕に頭を横たえて眠りに就いたのでした。


  愛する人よ、他のすべての感覚が失われても、あなたは愛を込めて聖書を読み、理解することができます。聖書は話の種にするための本ではありません。もてあそぶための本でもありません。知的な議論や、解釈の鋭さを見事に発揮するための本でもありません。愛するための本なのです！生ける複製と聖なる模範に翻訳するための本なのです。


  「私たちは各自、聖書（Bible）であるか誹謗（libel）であるかのいずれかです」。聖書を敬いましょう。信じましょう。愛しましょう。生きましょう。滅びつつある世に与えましょう。


  
    主よ、あなたのあわれみは永遠です。


    永遠の真理があなたの御言葉に伴います。


    あなたの賛美が岸から岸まで響き渡ります、


    太陽が昇ってもはや沈まなくなるまで。
  


  



  第三章 超自然的な生活


  「私は生きています。しかし、私ではなく、キリストが私の内に生きておられるのです。」（ガラテヤ二・二〇）


  



  聖書の最良の版は聖なる生活です。神はご自分の超自然的な書を、ご自分のすべての子供たちの生ける経験に翻訳することを願っておられます。


  ある人がウォルター・スコット卿に「私は本を書こうと思います」と言ったところ、彼は「一冊の本であれ」と答えました。


  使徒たちの敵どもは、癒された人が彼らのただ中に立っているのを見た時、何の反論もできませんでした。聖書と合致している生けるクリスチャンは、どの時代でも、神のための反駁不能な証人であり、キリスト教のための証拠です。キリストご自身こそ福音書の中で最大の奇跡であり、同じようにクリスチャンは皆、そのすべての業よりも偉大でなければなりません。


  キリスト教と他のすべての宗教の根本的な違いは、それが生み出す性格にあります。「彼らの実によって、彼らがわかります」が、キリストご自身の試金石でした。この試金石で判断するとき、キリスト教に反駁することはできません。クリスチャンの性格は道徳的文化の産物ではありません。最も聖い人々ほど、自分の内には何の善も宿っていないこと、そして美徳や恵みはすべて、自分の内に宿って、誘惑や弱さに対して力づけてくださる神の臨在の力のみによることを、いち早く認めます。


  クリスチャン生活における第一の超自然的事実は神の義、もしくは神学用語で言うところの義認です。使徒パウロはとても素晴らしい句を用いて、人が神に対して正しくされるこの根本的原理を説明しています。彼はそれを神の義と呼んでいます。それは私たちの堕落を見過ごす神のたんなるあわれみではなく、私たちの勘定を清算して私たちを彼と正しい関係に置く神の義です。神が願っておられるのは、私たちが自分自身の働きによってではなく、主イエス・キリストの転嫁された義によって、御前によしとされて立つことです。私たちが有罪で、罪に定められ、無価値で、神の好意と臨在から締め出されている時に、神は入口で私たちと会ってくださいます。そして、ご自身の御子の功績を私たちに着せてくださいます。こうして私たちは、御座さえも、また自分の犯罪の被害者や証人さえも、正面から見れるようになります。また、神から見て、自分には責められるべき点がなく、義とされて正しいと認められていることがわかるようになります。まるで一度も罪を犯したことがないのと同じ姿勢で立っていられるのです。これは神の無代価の賜物です。聖なる、超自然的な、神聖な賜物です。私たちは神ご自身の義をまとっています。自分には何も誇るものはありませんが、それでも御座のさいわいな光の中で見上げて、こう言うことができます、


  
    イエスよ、あなたの血と義は


    私の美であり、私の輝かしい衣です。


    これらの衣服を着た罪なき状態で


    私はあなたの御座の輝きに向き合います。
  


  クリスチャン生活の二番目の超自然的事実は再生です。再生は義認とは全く別のものです。後者は、私たちの神との関係を正しくします。前者は私たちの性質を正しくするものです。再生とは、神から直接伝達される、神ご自身の存在のように純粋で聖なる新しい命を、神が人間に分与されることです。これは道徳的向上、自己改善、より良い業をすること、より良くなることではなく、恵みの奇跡、新創造です。それはあまりにも驚異的であるため、ユダヤ人の倫理と宗教の教授だったニコデモでさえ理解できず、キリストの御顔を不思議そうに見つめて、どうしてそんなことがありえるのですかと尋ねるほどでした。


  自然界にこれに類するものはありません。おそらく、最も似ているのは小さなヒメバチです。ヒメバチはイモムシのきめの粗い皮を通してその体の中に小さな卵を植え付け、そこに放置して、その餌食のぬくもりで孵化させます。最終的に、卵は孵化し、幼虫はイモムシの肉を食べて成虫になり、殻を破って飛び出します。


  しかし、この場合、この命の胚芽には元の祖先がいます。再生の場合、人の力ではこの命を伝達できません。人はそれを兄弟に与えることはできません。親が子に伝えることもできません。「彼らは血によってではなく、肉の意志によってでもなく、人の意志によってでもなく、神によって生まれたのである」。最も弱い聖徒でも新たな存在であり、天使の目に驚異的に映ります。アダムがエデンという舞台に足を踏み入れて、明けの明星たちが共に歌い神の聖徒たちが喜び叫んだ時のように。


  クリスチャン生活における次の超自然的事実は子たる身分です。私たちは直ちに天の家族の一員になります。これもまた、神の統治の先例に全く反する、きわめて驚くべきことです。天使たちはとても高度な存在でしたが、あえて神の家族に加わろうとはしませんでした。しかし、罪深い人が天の宮殿の敷居をまたぎ、放蕩者が御父の懐に戻って、大天使ですらあずかり知らぬ地位を要求したのです。「見よ、なんという愛を、御父は私たちに与えてくださったことでしょう。それは、私たちが神の子供たちと呼ばれるためです」と、御座の中心のすぐそばに立った人であるヨハネは叫びました。


  私たちは、神から生まれているので、神の子です。神の子と「呼ばれ」るだけでなく、神の子「である」のです。養子縁組の決定によって子であるだけでなく、新しい心をも持っているのです。この新しい心により、私たちは本能的に飛び込んで御父にまみえますし、子として認知される自分自身の喜ばしい地位を自覚します。


  私たちは、神のひとり子であるキリストとの合一のおかげで、さらに高度な子たる身分を主張できます。キリストに嫁ぐことで、私たちは彼の特別な子たる身分にあずかっています。ですから、私たちは長子――キリストが持っておられる名と同じです――と呼ばれています。花嫁が夫の家を相続し、子供として受け入れられるように、私たちも彼と一緒に王の宮殿の最も奥まった部屋に入る一方で、「わたしの父、またあなたたちの父（中略）わたしの神、またあなたたちの神」と彼が言われるのを耳にします。


  キリストの内住は、私たちが導かれる次の超自然的事実です。これは、再生そのものと同じくらい驚異的な変化です。「もし人がわたしを愛するなら」とキリストは言われました。「その人はわたしの言葉を守ります。そしてわたしの父はその人を愛され、わたしたちはその人の所へ行って、その人と共に住まいを造ります」。これは絵図ではなく事実です。この事実は大いに栄光に満ちた現実であるため、使徒パウロが、これは世々代々にわたって隠されてきたけれども、ついに聖徒たちに知らされた秘密である、この秘密が自分に委ねられたのは、それを神の子供たちに勝利のお守りとして、また天的生活の秘訣として与えるためである、と宣言したほどでした。


  聖霊のバプテスマは、私たちの生活における五番目の超自然的事実です。その効果は本質的にキリストの内住と同じであり、私たちがキリストとの合一にあずかるのは聖霊を通してであるのですが、それでもそれはクリスチャン生活における別個の特権であり経験です。預言者エゼキエルは、回心した魂の経験を描写するとき、主が彼らの内に置かれる新しい心と新しい霊について告げた後、次のようないっそう高度な約束を付け加えました、「わたしは、わたしの霊をあなたたちの内に置いて、あなたたちにわたしのおきてに歩ませ、わたしの規定を守り行わせる」。神ご自身の霊が新しい霊の中に入って来られます。私たちは新しい心を持っているだけでなく、その新しい心の中に住まわれる全能の神をも持っているのです。ペンテコステの日以降、これが使徒たちにもたらした変化はとても大きかったため、すべての人が、彼らがイエスと一緒にいたことを知るようになりました。彼らは新しい力を身にまといました。彼らは神の権威と効力を賦与され、それにより彼らの言葉は人々の良心に認罪をもたらしましたし、復活したキリストの御業が彼らの手を通してなされました。すべての人が、彼らの周囲と彼らの上にある超自然的な臨在と力を感じたのでした。


  超自然的聖さが私たちの生活の事実となります。聖別は私たちの個人的な美徳、品位や達成ではなく、私たちにおいて現わされるキリストの命だからです。その最善の定義をパウロは一コリント一・三〇で与えています、「しかし、あなたたちがキリスト・イエスの中にあるのは、神によるのです。このキリスト・イエスは、私たちに至る神からの知恵、すなわち、義と聖別と贖いとなられました。それは、『誇る者は、主の中で誇れ』と書かれているとおりです」。


  聖別はここでは、私たちの特質としてではなく、私たちの内にあるキリストご自身の命の内なる御業・外なる御業として、明確に認識されています。彼は私たちに至る神からの義と聖別となられました。それは、私たちが自分自身の善良さを誇るのではなく、自分の存在と行いのすべてをキリストの恵みとして認識できるようになるためです。


  これはヨハネがその福音書の中で「私たちはみな、彼の満ちあふれたものから、恵みに次ぐ恵みを受けました」と述べている思想と同じです。つまり、彼の恵みは、私たちの中の様々な恵みを構成する供給を与えてくれるのです。謙遜さが欲しいでしょうか？自分の内におられるキリストの霊に謙遜の霊になってもらいなさい。忍耐と愛が欲しいでしょうか？キリストを忍耐と愛として着なさい、そうすれば彼は私たちの内で働いて、私たちを通してご自身の忍耐、無私の生活を生かし出してくださいます。こうして、彼の満ちあふれたものの中から私たちは恵みに次ぐ恵みを受けるようになります。この御業が成就される時、私たちは人々の前に、同輩に優る見本や模範としてではなく、無代価の主権的恵み――これを彼らも私たちと同じように受けることができます――として立つことになります。


  キリストは私たちに超自然的な供給だけでなく、聖さの超自然的な基準をも与えてくださっています。この点で、キリスト教は全く人の倫理とは異なります。中国の道徳はあることわざに結晶化しましたが、そのことわざは私たちの黄金律に似ていなくはないものの、それほど明確でも強力でもありません。しかし、黄金律でさえ、新約聖書的聖さの最高基準を表明するものではありません。「自分自身のようにあなたの隣人を愛しなさい」は旧約聖書の道徳です。「新しい戒めをわたしはあなたたちに与えます、わたしがあなたたちを愛したように、あなたたちも互いに愛し合いなさい」。これがキリスト教の超自然的な基準です。「ですから、天におられるあなたたちの父が完全であられるように、完全でありなさい」。これは、世の教師たちの最高の夢さえも超越した目標です。「あなたたちの敵を愛しなさい、あなたたちを憎む者に善を行いなさい、あなたたちを呪う者を祝福しなさい、あなたたちをはずかしめる者のために祈りなさい」。


  これは、生き生きとした従順によって実証される時、人の心を畏怖させて、超人的な神聖な力を確信させます。


  神の導きはクリスチャン生活の超自然的特権の一つです。聖別されたすべての魂のために、神は明確な計画と神聖な予定を持っておられ、それを平凡な生活全般から引き上げて、際立った崇高なものとされます。それはとても単純な生活で、とても地味な所でなされるかもしれませんが、神がそれを形造り、成形し、用いておられるという事実により、言語を絶するほど高い威厳を帯びます。ヨセフの生涯、エステルの生涯、パウロの生涯は、摂理のロマンスであり、私たち一人一人もそのように魅力的な人生を送ることができます。神は私たちを地上の宮の模範とならせて、立派に建て上げようとしておられることがわかります。


  偉大なヒルデブラントが死に瀕していた時、彼は友人たちの何人かに、「自分の人生の秘訣は聖ペテロを自分の全行程の守護聖人としたことであり、自分はこの強力な霊の影響が自分のすべての道を導いてくれるのをずっと感じていたのである」と語りました。なんと優っていることでしょう、ペテロの主を自分の人生の模範とすることは。そして、彼に人生を所有してもらうことは。そうするなら、彼は愛に満ちた誇りをもって、私たちを拠り頼む魂と人生行路の最善の模範としてくださるのです。


  これに、神の摂理は神の子供の人生と直接関わっている、と付け加えられるでしょう。特に、私たちの全生涯が神にささげられて彼の高い召命に適うものとなる時、そう言えます。その時、「神を愛する者、すなわち、彼の目的にしたがって召されている者たちには、すべてが共に働いて益となります」という約束が私たちにとって真実のものとなります。これはすべてのクリスチャンに対して同じような意味で当てはまることではなく、文脈にあるように、御子のかたちに同形化されるという神の御旨にしたがって生きている人にのみ当てはまります。


  もしこれが私たちの生活の特徴であるならば、そしてもし私たちがこのように神を真に愛して、二心ではない単一さとその力で神のために生きているならば、私たちは自分を導いている御手の接触によって摂理の車輪が動くのを見るでしょう。


  神の御言葉の中に記されている摂理の物語、特に真に神に属する人々の生活における摂理の物語は、なんと素晴らしいのでしょう。ヨセフ、モーセ、ネヘミヤ、ダニエル、荒野で宦官と出会ったピリポ、牢屋から見事に解放されたペテロ――他方、同時刻、彼の追手は神の御手によって打たれました――の物語では、神が支配して状況を変えられました。私たちは、「天においても地においても、すべての権威がわたしに与えられています（中略）見よ、わたしは世の終わりまで常にあなたたちと共にいます」という、私たちの道をすべて覆っているこの約束を、いかに不十分な形でしか理解・要求していないことでしょう。なんと私たちは、国家情勢やこの世の事業さえもキリストとその民のために動いているにすぎないことを忘れがちなのでしょう。キリストは万物の上におられるかしらであり、それはご自身のからだである教会のためです。私たちの広大な政治組織や商業活動は、福音を証しして世界を福音化するための道を彼が整えられる機関にすぎません。ああ、彼と共に彼の戦車に乗り、私たちのすべての敵と彼の敵に対する彼の勝利を見ることができるのです！これこそ神の子らとキリストの奉仕の超自然的特権です。


  信者の生活で、祈りの神秘と務めほど、超自然的で神聖な不思議はありません。力ある政治家のダニエルは、公務や自分を待っている宮廷からの訪問者たちから離れて、丸三週間、クロスよりも偉大な王の御座の前で顔を伏せて祈り続けました。彼が祈っている間、地上最強の征服者は眠れませんでした。彼は自分の国の保存文書とユダヤ人に関する記録を求め、夜が明けて朝になると、書記官を呼んで、次のような勅令を口述しました、「地のすべての王国を、主なる天の神は私に賜った。彼は私に、ユダにあるエルサレムで彼に家を建てるように命じられた。彼の民であるあなたたちのうち、そこに行く者が誰かあるか？その者の神がその者と共におられる、その者を上って行かせよ」。


  この異教徒の征服者は、主なるエホバについてどうやって知ったのでしょう？どうして彼はイスラエルの神を顧みたのでしょう？どうして、自分の土地にいる小さなイスラエルの捕囚の一団を、畏怖あるいは好意のゆえに、顧みたのでしょう？御座からの接触以外の何が、彼の心にそのような考えを抱かせ、彼の口にそのような言葉を述べさせられたのでしょう？ああ、これはダニエルの祈りに対する答えだったのです。小部屋での無言の祈りが王笏に触れて動かしたのです。捕囚の民は立ち上がり、ゼルバベル、エズラ、ネヘミヤと共に帰途につきました。宮は廃墟の中から興され、都の城壁は回復されました。時代は流れて、ついに神の御子ご自身が王国の福音を宣べ伝える時が来ました。ダニエルの祈りに応えて彼に与えられたこのビジョンは、最後の時代がすべて過ぎ去り、諸々の帝国の行程が終わり、預言のビジョンが成就し、異邦人の時が終わり、主ご自身が来臨されるまで、閉じることはありません。


  不思議中の不思議！神秘中の神秘！奇跡中の奇跡！御父の御腕に触れる子供の手が宇宙の車輪を動かします。愛する人よ、これがあなたの超自然的地位であり、私の超自然的地位です。その門の上に、次のような感動的な招きが読み取れます、「主はこう言われる（中略）わたしを呼べ、そうすれば、わたしはあなたに答え、あなたが知らない大いなる素晴らしいことをあなたに示そう」。


  



  第四章 超自然的な教会


  「キリストもまた教会を愛して、そのためにご自身を捨てられました。それはキリストが教会を聖化し、言葉による水の洗いによって教会を清めるためであり、またそれは、しみやしわや、そのようなものが何もなく、聖くて傷のない栄光の教会を、彼がご自身にささげるためです。」（エペソ五・二七）


  



  私たちの人間生活には社会的・集団的要素があります。したがって、キリスト教は超自然的な人だけでなく、神聖な社会も含んでいます。アダムは人類全体を代表していましたが、キリストも一つの民を有しておられます。その民は有機的なまとまりとして、命と交わりの特定の絆によって共に結ばれており、特定の共通の特徴の下で結ばれています。


  人類の物語の初期の頃、人類は二つの大きな社会に分かれていたことがわかります。一つはカインの家系で発達した人の子ら・娘らと称されているものであり、もう一つはセツの家系とつながっている神の子らです。


  この二つの系統が分かれると直ちに、創世記四・二六の次のような驚くべき記述があります、「その時、人々は主の御名を呼び求め始めた」。この節をもっと正確に、「その時、人々は主の御名によって自らを呼び始めた」と訳すことができます。これは神の社会の組織であり、神の御名をもって組織されました。彼らは、神ご自身の特別な民として、まさに主の御名によって自らを呼んだのです。


  これと見事に調和するように、新約聖書のはじめの章から、信者たちの社会にも特別な名があったことがわかります。それはキリストの御名でした。「弟子たちはアンテオケではじめてクリスチャンと呼ばれるようになった」。この名はおそらく彼らの周りの世人から与えられたものであるだけでなく、自分たちをキリストとより密接に、直接結びつけるために、彼らが自ら名乗ったものであろうと、ある人はさいわいにも示唆しています。彼らは神の社会でした――文字どおり、キリストの者だったのです。


  さて、イエス・キリストの教会は神の社会です。主イエスの教会の超自然的な性格と運命ほど、この妥協の時代に強調する必要のある真理はありません。キリストご自身が、この世を去る前に、その天的性格を宣言されました。すなわち、ご自身の神性に言及しつつ、「この岩の上にわたしはわたしの教会を建てる。地獄の門もそれに打ち勝つことはない」と宣言されたのです。


  霊感を受けた使徒たちによる聖霊の後の教えでは、教会の教理が実に豊かに展開されています。また、この神の社会の基本原理が、建物・からだ・花嫁という三つの印象的な絵図によって非常に明確にされています。


  教会は神聖なかしらを戴いています。「据えられている土台以外の土台を据えることはだれにもできません。その土台とはイエス・キリストです」。キリストは教会と大いに密接に関係しているため、教会についての偉大な章である第一コリント十二章では、教会はまさに御名で呼ばれているほどです。キリストの教会ではなく、キリストと呼ばれているのです（一コリント十二・十二）。「体が一つであっても多くの肢体があり、体のすべての肢体が多くあっても一つの体であるように、キリストも同様です」。人がその体と同一視されるように、彼はここでご自身を教会と同一視しておられます。人のどんな名も、教会を支配するほど偉大ではありません。どんな単一の教理も、キリストの教会に名前と特徴を与えるほど重要ではありません。方法にはそれなりの役割がありますが、メソジスト教会を構成するのに十分なほど重要ではありません。バプテスマはすべての信者が聖書の中で大いに重視しているものですが、バプテスト教会の設立を正当化するほど核心に迫るものではありません。長老主義は奉仕者の平等性を認めていますが、これさえもイエスの御名に代えて長老派と呼ぶ根拠としては不十分です。監督制度は主教の尊厳と教会統治の神聖さを認めていますが、監督教会という名はキリストの教会の尊厳が要求するよりも劣った名前です。


  キリストの命と交わりの中でこの集団のすべての区分を受け入れるのはよいことですが、すべてがキリストの輝かしい御名の中に失われる方が、遥かにキリストの名誉になるでしょう。キリストは教会のかしらです。彼だけが教会を統治・支配しなければなりません。彼だけが教会の目的・目標、すべてのすべてでなければなりません。


  教会には神聖な憲法があります。「山であなたに示された型にしたがってすべてのものを造りなさい」が古代の幕屋の掟でしたが、これは教会にも当てはまります。幕屋は教会の型だったのです。


  人は自分の理論や好みにしたがって教会を建てることはできません。神は、その礼拝・決まり・資格の問題に決着をつけられました。教会であると主張していても、再生された構成員、霊感された御言葉、主イエス・キリストの超自然的な臨在・力・権威に基づかないどんな団体も、日曜クラブや文化会館ではあるかもしれませんが、主イエス・キリストの教会ではありません。


  教会には超自然的な命があります。私たちは教会の中へと生まれなければなりません。それに加えられることはできません。私たちは主に加えられ――使徒行伝のこの節（五・十四 訳注）は文字どおりにはこう訳されなければなりません――それによって教会に加えられるのです。


  「一つ御霊によって（by one Spirit）」もっと正確に言うと「一つ御霊の中で（in one Spirit）ユダヤ人も異邦人も、奴隷も自由人も、私たちはみな一つからだの中へとバプテスマされ、みな一つ御霊を飲むようにされました」。私たちが教会に結合されるのは、聖霊によって（by the Holy Ghost）であるだけでなく、聖霊の中で（in the Holy Ghost）でもあります。この二つの前置詞の違いは簡単な絵図で説明できます。


  海の中の船は海とつながっていますが、その一部ではありません。別個の物質です。しかし、大河であるハドソン川は全くそうではありません。ハドソン川は、この瞬間も海に流れ込んで、海と混ざり合っています。ハドソン川は海の一部です。それは海と融合しています。ハドソン川と海は一つです。


  これが、私たちが教会の一員になる方法です。私たちは聖霊を通して、このからだの共通の命にあずかるのです。


  これは、エバの誕生と婚姻という予型的物語で明らかにされています。彼女はアダムから同じ命をもって造られ、その後、アダムに戻されて彼の花嫁になりました。


  同じように、教会はキリストの命から生まれ、その後、キリストの愛する者としてその御腕に戻されます。


  この超自然的命以外の何ものも、決して人をキリストの教会の構成員にすることはできません。秘跡では不可能です。教会基金に寄付してもだめです。公職に就いてもだめです。手を合わせることや、叙任・堅信の儀式でもだめです。これは天から生まれた一つです――命による合一です。


  エペソの教会には立派な組織があり、多くの働きがありました。正統的であることに大いに熱心であり、異端者たちを念入りに捜し当てました。しかし、それにもかかわらず、キリストは大いに悲しんで、嫌悪感すらも覚えていたので、エペソの燭台をその場所から取り除こうとされるほどでした。それは彼らが初めの愛を離れたためであり、また、別の教会について彼が文字どおり表現されたように、彼らが「死にかけて」いたためでした。


  教会には超自然的な目的があります。教会は地的王国ではなく、天的民です。教会の主と同じように、教会は「わたしの王国はこの世のものではありません」と言うことができます。教会は、莫大な寄付金、社会的優位性、宗教議会、市長選、王室の後援と、何の関係があるのでしょう？愛する方の腕に寄りかかって荒野から上って行くのが教会です。偽物の、地的な、堕落した教会の目印は、地上の権力という獣に乗って、肉の腕と同盟を組み、「全世界の上に君臨する者」という誇らしげな銘を帯びている姿です。


  大背教の始まりは、初代教会の初期の主教や司教たちが皇帝の晩餐会で最上の席を得たいという野心を抱いたことでした。誰が最初に晩餐に入るのか、あるいは教会の中に立つのか、に関するこの小さな争いこそ、まさに法王制の始まりだったのです。


  ああ！今日の民主主義の時代においてさえ、世の好意や一般群衆の喝采という賄賂によって、教会の純粋性は致命的打撃を受けて、教会はラオデキヤの状態に陥りました。ラオデキヤとは「人々を喜ばせること」を意味します。世の微笑みに浴していますが、侮辱されて憤っておられる主の恐るべき切迫した裁きの縁に立っているのです。


  キリストの教会の大きな目的は何でしょう？第一に、教会は神を礼拝し、天におられる自分の御父をあがめなければなりません。第二に、真理を証ししなければなりません。教会は真理の柱また冠と呼ばれています――つまり、柱がアーチ道をその碑文も一緒に支えるように、教会は啓示という偉大なアーチ道を支え、世人の前で神の証しを掲げるように召されているのです。したがって、教会の天的な目的は伝播、伝道、罪深い世人をその懐に集めること、彼らを教えてイエスの命の中に建て上げること、天のための訓練校となって全人類に福音を与えることです。これが教会の天的な召命です。教会は地上における唯一の神聖な社会であり、本質的で、永遠で、時の荒波と崩壊する現世を生き抜く、唯一の機関です。教会の高い召命を理解しようではありませんか。そして、ああ、教会をそれに忠実にならせようではありませんか！


  教会は超自然的力を賦与されています。教会に聖霊のバプテスマが与えられています。教会にはキリストの生ける心が宿っており、その一方で、かしらは仲介のために御座に座して、教会の益のために万物を支配しておられます。


  キリスト教はこの点で、他のどの組織とも異なります。どの組織にも一人の頭がいますが、その心は死んで冷えています。キリスト教の心は聖霊であり、聖霊は依然として神の全能のかぎりを尽くして教会の懐の中に生きておられ、教会の主の復活の命で教会を生かしておられます。聖霊こそ、教会の証しを用いて世に罪と義と裁きについて確信させる方です。聖霊こそ、教会のメッセージに、信じるすべての人を救う神の力を着せる方です。聖霊こそ、教会の指導者たちに知恵を与え、その計画に効率性を持たせる方です。聖霊の臨在こそ、教会を他のすべての社会から区別し、モーセがいにしえのイスラエルについて述べたように、これを教会の際立った栄光とするものです。教会の目的は、強大な知性でもなく、大きな富と力を持つ組織でもなく、生ける神に寄りかかることです。


  また、彼は物理的領域でも、教会に超自然的な力を着せてくださいました。ヨハネがイエスのもとにその務めの正当性の証拠を求めて使者を送ったところ、次のような返答がありました、「行って、あなたたちが見たり聞いたりしていることをヨハネに告げなさい（中略）耳の聞こえない人は聞こえるようになり、死人はよみがえらされ、貧しい人には福音が宣べ伝えられている」。これらは今もなお、キリストがご自身の真の教会にお与えになる確認のための印です。長い間、教会がそれを放棄してきたことを、神が赦してくださいますように！この終わりの時代、教会がそれらを取り戻して、そのあるべき場所に保ち、決して無視したりしないように、神が助けてくださいますように。それらはレベカの衣についていた宝石のようであり、イサクの愛の地的記章です。教会の衣は聖さであり、教会の宝石は力の賜物です。


  キリストの御旨は、ご自身の教会があらゆる階層の人々――病人、孤児、異国人、貧者、無知な人、失われている人――の必要を満たすための、あらゆる形の奉仕を擁することです。ああ、使徒的な原始教会の復興が必要です！ああ、太陽を着て、星々を冠とし、地上で真夜中に暗く光る月を足の下にしている、女のビジョンが必要です！


  教会には超自然的な支えがあります。摂理的統治のための資源をすべて持っておられるキリストが、教会のかしらであり光です。キリストは教会を遣わすとき、「すべての権威がわたしに与えられています（中略）見よ、わたしは常にあなたたちと共にいます」という十分な保証を与えてくださいます。教会は小羊の妻であり、また彼のかぎりない富の共同相続者です。それなのに、帽子を手にもって、地の醸造業者、蒸留業者、賭博師、投機家たちから、蚊の涙ほどのわずかな贈物を乞い求めて歩き回っているとは何事でしょう。イチゴ祭りや箒訓練やありとあらゆる筆舌に尽くしがたい愚挙のためのチケットを売って、大衆を引き寄せる檀上興業のために文学講演局や安劇場と競い合っている有様です。時には乱れたダンスにまで落ちぶれて、日曜学校に訪問者を集め、説教者の給料不足を補う助けとするほどなのです。どうか神が教会に罪を自覚させてくださり、教会を救ってくださいますように！


  教会には超自然的な運命があります。教会の召命は栄光の教会になることであり、いつの日かキリストは、しみやしわや、そのようなものが何もない教会をご自身にささげられます。教会は、黙示録が示す新しいエルサレムの全き栄光をもって輝きます。教会の花婿でありかしらである方の光と麗しさを反射しつつ、燦然と輝きます。教会は宇宙の驚異となります。訪問者がすべての星からやって来て教会を見つめ、その一方で、付き添いの御使いたちは、「ここに上って来なさい、私はあなたに小羊の妻である花嫁を見せよう」と言うでしょう。


  美しい古い伝説によると、人の最初のパラダイスのまさに中心には宝石の宮があり、アダムは堕落前の無垢な頃、そこで神を礼拝しました。その床は輝く金で、壁はざくろ石、碧玉、ルビー、エメラルド、紫水晶で、天蓋は輝くダイヤモンドでした。しかし、堕落により荒廃して、その宮は粉々になり、そのかけらはことごとく地上に散らされました。今日、それらのかけらは小さく砕けた宝石という形で山の中心や海の底に見つかります。伝説によると、やがて、来るべき時代には、それらのかけらは再び結晶化されて、さらに輝かしい宮に、すなわち、ヨハネが幻で見た新しいエルサレムになります。


  まあ、伝説がどうであれ、少なくとも、今日の神の子供たちは、宝石のかけらのように、あらゆる民族や地方に散らばっていますが、比類なく貴重で価値のある宝石であることはわかります。キリストの次に地上で最も尊いものは、キリストの民です。


  地上での私たちの働きはみな、不完全なものでしかありません。建設者たちは、山にいたソロモンの職人たちのようです。石や材木を一つ一つ送り出していますが、まだ建物は見えません。教会は、ソロモンの宮がそびえ立ったように、静かな威厳をもってそびえ立つでしょう。その堂々たる輝き、外側の土台、天空の塔、栄光に満ちた輝き、超自然の光を見る時、私たちは自分が喜んで費やした労苦や涙を悔んだりせずに、しばしば歌ったこの歌を歌うでしょう、


  
    主よ、私はあなたの王国を、


    あなたが住まわれる家を愛します、


    教会を私たちの祝された贖い主は買い取られました、


    ご自身の尊い血をもって。
  


  結論として、イエスの教会についての輝かしい観念を、私たちのちっぽけな宗派の観念と同一視することによって、決して矮小化しないようにしようではありませんか。神の真の教会のあらゆる枝を愛し、大切にしましょう。しかし、立ち上がってそれらを超越して神聖な観念に至り、私たちのすべての交わり・交際・提携において、聖徒のあの偉大な交わり――これは使徒信条と永遠の希望の一部です――を常に保とうではありませんか。「脱落者ではなく、上って行って出かける者になろう」と言われてきました。この句から口語調を取り去ると、これが意味するのはまさに、教会をより高く上げて、死にゆく世界に福音をさらに伝え、そうしてかの日を早めよう、ということです。かの日、彼は、全体の集会と天に記されている長子たちの教会に、新しいエルサレムと御使いたちの無数の群れに、すべての人の裁き主である神に、成就された義人たちの霊に、臨まれるのです。


  



  第五章 超自然的な体


  「イエスを死人の中から復活させた方の霊が、あなたたちの中に住んでいるなら、キリストを死人の中から復活させた方は、あなたたちの中に住んでいる彼の霊を通して、あなたたちの死ぬべき体をも生かしてくださいます。」（ローマ八・十一）


  



  体の贖いはキリスト教の真理として受け入れられています。クリスチャンの間の主な違いは、その適用範囲に関するものです。多くの人は、私たちの贖いのこの部分は、現在の時代の終わりに、私たちの主が来臨される時、携挙と復活という形でのみ実現される、と信じています。他の人たちは、現世で将来の復活の力をある程度先取りできると、また、天の前味わいをするのと同じように、この地上でも自分の救いのこの部分を前味わいできると、信じるよう導かれてきました。


  これが、私たちの体における聖霊の働きに関して、いくつかの箇所で使われている「初穂」や「担保」という言葉の意味するところであると、私たちは信じています。担保とは、後で完全な形で与えられるべきものの最初の分割払い、現物保証のことです。私たちの霊的な未来の担保として、聖霊は私たちの霊の中に天の栄光の前味わいを与えてくださいます。しかし、体の復活の担保として、聖霊は私たちの死ぬべき体にキリストの肉体の命を与えてくださいます。そして、来るべき時代に栄光の体で無限に豊かに享受することになるものを、私たちに受け取れる範囲内で、私たちの現在の物質的体に前味わいさせてくださるのです。


  この偉大な真理の予兆を、堕落の物語に見ることができます。罪の結果、人は直ちに、不死の肉体の象徴であり源である命の木から引き離されました。しかし、永続する肉体の命のこの供給がやんだとはいえ、永遠に絶たれたわけではありません。というのは、神はエデンの門の所に、御前に近づくための輝かしい手だてを設けられたからです。その手だてはケルビムと炎の剣として描写されており、その炎の剣は命の木への道を守るために全方位に回転していました。ケルビムと剣というこの象徴的絵図は神の裁きの象徴であるとは信じられません。むしろ、神のあわれみの象徴なのです。ここで使われているヘブル語の動詞はシェキナであり、文字どおりには、彼はケルビムと炎の剣をシェキナされた、と訳されます。ご存じのように、後の幕屋の象徴で再登場するシェキナとケルビムは、神のあわれみとイスラエルとのエホバの契約の印でした。炎の剣は超自然的な光、おそらくはシェキナそのものだったのであり、神の臨在と礼拝に臨む祝福とを示していたのである、と考えざるをえません。


  私たちがこれまで恐怖や嫌悪の対象としてきたものは、堕落した人のために開かれた最初のあわれみの門だったのです。それは命の木の道を守るためだったという文意は、「守護する」という言葉を用いた方がより適切に表現できるかもしれません。それは命の木への道を守護して、それに導くものでした。この木から罪深い人は天然の面では遠ざけられましたが、今や、より高度な恵みの面に基づいて近づくことができます。肉体の命は堕落によって失われましたが、偉大な贖いによって取り戻せるのです。あのケルビムの印は、この贖いの輝かしい象徴だったのです。


  私たちは今、失われた力を取り戻せます。天然によってではなく、超自然によってです。エデンの労苦や肉の努力によってではなく、私たちの贖い主であり生けるかしらである主イエス・キリストによってです。


  神聖な啓示を辿っていくと、次にアブラハム、イサク、ヤコブの物語で、私たちの体における神の超自然的命の明確な現れに出会います。ここでは、約束の子が生まれる前に、天然の力は失われました。これは、神の御子の誕生は天然的な方法ではなく超自然的な方法によることを示す予表のようなものでした。約束の子であり、来るべき方の最初の型であるイサクは、両親の天然の命が尽き果てて、神が超自然的に直接触れて彼らの体に新しい命をお与えになるまで、生まれることはできませんでした。


  これが、パウロがアブラハムの信仰について述べたときに言わんとしたことです。アブラハムは、自分の体は死んだも同然だと認めながらも、落胆しませんでした。なぜなら、信仰によって力づけられ、神に栄光を帰し、天然では不可能なことを神は超自然的な手段で行ってくださると、直接神を仰いだからです。神は私たちの死ぬべき体にも力を与えるためにご自分の民の心を神聖な源に引き寄せてくだることを示す、これほど明快で強力な実物教材があるでしょうか？キリストはこの超自然的な体をご自分の奥義的からだの肢体たちのために備えておられることを示す、これほど見事な超自然的体の予表があるでしょうか？


  イスラエルの物語は、神がご自分の子供たちに与えることのできる超自然的な体の命を示す意義深い絵図でした。荒野にいる間ずっと、彼らは神の直接的御業によって肉体的に支えられました。彼らの生活の象徴はまさに燃える柴であり、燃えているのに燃え尽きなかったのです。イスラエルのエジプトからの召し出しに先立つこの偉大なしるしは、途方もない圧迫も無限の力と神聖な守りによって克服されるという思想を自ら体現するものだったのです。これが始終一貫して選ばれた民の物語でした。


  実に、モーセ自ら、それを振り返ってこう述べています、神が彼らをあのように巡礼の道に導かれた目的は、人はパンだけで生きるのではなく、神の口から出るすべての言葉によって生きることを、彼らに教示することだったのである、と。それは超自然的な肉体の命の絵図であり、この命は神と共に歩んで神から直接得るものだったのです。


  これはこの国全体に言えたように、その国の最も優れた個々人にも言えました。ですから、モーセの人生は明らかに超自然的でした。彼は、たいていの人なら遺書を書き、葬式の準備をしているであろう八十歳の時に、偉大な働きを始めました。そして、百二十歳になっても、彼の目はかすまず、体力も衰えなかった、と記されています。それどころか、彼は険しい山に悠然と登り、円熟した姿で神の戦車に乗り込み、勝利の力と自発的明け渡しをもって栄光の中へと進んで行ったのです。


  カレブの人生も超自然的でした。確かに彼は、逆らう民――彼らのせいで彼は約半世紀のあいだ約束の地の外に留め置かれました――の抵抗によって、心を痛め、消耗し切っていました。しかし、八十五歳のこの老人が、ヨシュアの前に立ち、カナン人の砦であるヘブロンの古城砦への攻撃を率いる機会を人生最高の名誉として求めて、こう宣言したのです、「私は完全に私の神である主に従いました（中略）今、ご覧ください、主は私を生き長らえさせてくださいました。今日、私はなおも、モーセが私を遣わした日のように強健です。戦いにも、出るにも入るにも、私の力は今も、あの時と同じままです」。彼は、自分の肉体の力はすべて神の祝福のおかげであり、従順と忠誠のさいわいな結果である、としたのです。


  しかし神は、サムソンの素晴らしい物語によって、超自然的な体のこの偉大な原理について、より明確な実物教材を私たちに与えてくださっています。彼の人生の一つの目的は、肉体の力と神との正しい関係のつながりを示すことだったように思われます。ナジル人の分離の誓いを守って神の霊で満たされていた時、彼は比類ない筋力を持つ巨人でした。しかし、この聖なる分離の誓いを破って聖霊を失った時、彼は麻屑のように弱くなり、力なく敵の手中に陥りました。おそらく、体重は一オンスも失わなかったでしょうが、力の秘訣である聖霊の命を失ったのです。電線の強さを決めるのはその大きさではありません。電流に満ちた電線は、髪の毛一本ほどのものでも、レバノン杉の一本よりも強力です。電線を流れる電流が、電線を強くするのです。


  同じように、この超自然的な命――神は学び従うことを望んでいる人々をこの命の中で導いておられます――は、肉体の鍛錬の結果ではなく、神の命の開示であって、来るべき世の目に見えない力の兆しなのです。


  この同じ原理がダビデの物語にも示されています。ダビデは、自分の武勇と勇気と輝かしい手腕は神の助力のおかげである、と常々自覚していました。彼は超自然的な体を着せられていました。そして、エホバについてこう述べることができました。「彼は私の手に戦うことを教えてくださるので、鉄の弓は私の腕によって砕かれます」「彼はあなたのすべての病を癒し、あなたの命を滅びから贖い（中略）あなたの口を良いもので満たされるので、あなたの若さは鷲のように新しくなる」。


  しかし、新約聖書に目を向けると、私たちの偉大な教師であり模範である主イエス・キリストについて最初に目にするのは、これと関係しているものです。彼は荒野に立ち、サタンとの最初の戦いをくぐり抜けて、私たちの人生に対する偉大な見本を私たちのために示してくださいました。その誘惑の最初のものは肉体的なものであり、肉体の力を人間的源から得るよう誘惑するものでした。彼はそれにどう対処されたのでしょう？――すでに申命記から引用した節によって、荒野におけるイスラエルの物語から学んだ教訓によってです。悪魔は、何らかの手段でこの窮地を脱しなければならない、地的救済策に頼らなければならない、と彼を説得しようとしました。彼はサタンに、「人はパンだけで生きるのではなく、神の口から出るすべての言葉によって生きる」と返答されました。彼は、人の命を支える人間的なものや地上のものを否定されたわけではありません。そうではなく、人間的なものや地上のものに頼ることに抵抗されたのです。


  パンにはパンの役割がありますが、大事なのは「パンだけ」ではありません。人が発すべき、「生き延びなければならない」という言葉よりも大事な言葉があります。人が真に発すべきは、「私は試練の中で神にまみえ、教訓を学び、ここに自分を連れてこられた神の御旨を成就しなければなりません。神が自分をここに連れてこられた御旨は、神は私の体に対しても十分であることを示すことです。この御旨が成就されるまで、私はここに立っていなければなりません。神が私に救いと解放を与えてくださるまで、神に身を委ねなければなりません」という言葉なのです。


  それで、彼は悪魔の処方箋を拒んで、神の口から出る命に信頼しつつ待たれました。しばらくして、御使いたちが彼に供給しました。まず、御父が神の命を供給され、次に、御使いたちが天然のパンを供給したのです。


  とても意義深いことに、この引用でキリストは「人の子」とは言わずに「人」と言われました。この教訓はご自分のすべての弟子に対するものであることを彼が言わんとされたのは明白です。この教訓は彼だけでなく、私たちのためでもあります。


  極端に走るおそれがあるのは事実です。どの真理にも行き過ぎるおそれがあります。無謀にも天然のものを無視するおそれがあります。そのようなことを教えるつもりは神にはありません。食物や睡眠にも果たすべき役割がありますが、たとえそれらがなくても必要な時に神は力づけてくださることを学ばないかぎり、私たちはそれらを正しく享受することを学んだとは言えません。


  愛する人よ、私たちの問題は、試練の時、神の御思いに応えて神の恵みをあがめることよりも、救い出されることを切望することにあるのではないでしょうか。キリストがあの戦いの中で配慮されたのは、パンを得ることよりも、むしろ、神の十全性を示し、御父の愛に絶対的に信頼して、御父のみこころに従順に立つことだったのです。


  私たちの祝された主は、この深い霊的真理をきわめて深遠な講話の中で私たちに教えてくださっています。そして、偉大な原理をキリスト教時代全体を通して私たちのために残してくださいました。この原理は、その上に主ご自身が自らの生活を建て上げて、ご自身の体において敵の攻撃に勝利されたものです。その講話は、その教えがあまりにも際立っており、その範囲があまりにも深くて心を探るものだったため、弟子たちの多くはそれを受け入れられませんでした。実に、十二人の例外を除いて、彼のガリラヤの群れ全体がそのような深い教えにうんざりして、そのために彼を全く見捨ててしまったのです。「これは難解な言葉だ」と彼らは答えました、「誰がこれを聞いておられよう？」。


  その説教とは、ヨハネによる福音書の六章にある生けるパンについての素晴らしい講話でした。その講話にみなぎっている一つの思想は、主イエスが御父から力を引き出されたように、私たちも霊的・肉体的命を主イエスから直接引き出さなければならない、というものです。その一つの基調を成すのは、「生ける父がわたしを遣わされ、わたしが御父によって生きているように、わたしを食べる者はわたしによって生きます」という深遠な節です。


  彼を食べるとは、彼が明確に説明しておられるように、命と力の源として彼の肉と血を取ることを意味します。これが私たちに永遠の命を与える、と彼は私たちに教えておられます。復活に至るまで流れ続ける命です。というのは、これに関連して彼は、わたしはその人を終わりの日に復活させる、と付け加えておられるからです。赤ん坊が母親の命によって生きるように、信者はイエスの命によって生きます。そして、「神のうちに、私たちは生き、動き、存在しているのです」という深遠な御言葉が、どんな言葉よりも真実なものとなります。


  しかし、この深遠な真理は、使徒パウロの務めと模範を通して、後の聖霊の教えの中で、きわめて深くかつ壮大に解き明かされています。この真理は、彼の教えと経験全体を、天の泉から発する金色のパイプのように貫いています。


  非常に生き生きと、彼は私たちの生けるかしらであるイエス・キリストとの合一の教理を展開しています。「私たちは彼のからだ、彼の肉体、彼の骨の一部なのです」と彼は述べています。主は私たちの体のためであり、体は主のためです。私たちの体はキリストの肢体であり、聖霊の宮です。私たちの内に住んでおられる御霊は、私たちの死ぬべき体を生かしてくださいます。これは、墓からよみがえらされるであろう私たちの将来の体を意味するものではありえないことは確かです。それはロザハムがうれしそうに訳しているように「死の運命にある体」であり、御霊が今その中に宿っておられる体であり、死に瀕しているけれどもまだ死んでいない体です。そして、聖霊の内住の命によって神が備え、活気づけ、新しくしてくださる体です。


  第二コリントの四章で、彼は他のどの箇所よりもさらに十分に、この超自然的体の教理を展開しています。そこで彼は私たちに告げています、彼の天然の命は絶えず死にさらされているが、それはイエスの命もまた、彼の死ぬべき肉体において現わされるためである、と。


  このイエスの命は、パウロ自身の天然の命とはもっと別のものであり、遥かに超越しているものです。人々がパウロをルステラの通り中引きずり回して、死んだと思って舗道に放り投げた時、パウロは死にかけていました。しかし、その時、「イエスの命」が臨んで彼を救ったのです。そして、弟子たちが彼を取り囲んで立って祈ったところ、彼の沈みかけていた心は天に引き上げられ、そこで活気づける神の接触を受けて、自分の足で立ち上がりました。そして、天から賜った働きに再び出かけて行ったのです。


  このように彼は生涯進み続けました。彼自身が強かったわけではありません。彼が述べているように、私たちはこの「宝を土の器の中に持っています。それは、この卓越した力が神のものであって、私たちからではないことが現れるためです」。そして、ロザハムの素晴らしい訳から引用すると、彼はこう付け加えました、「四方から私たちは激しく圧迫されますが、窮することはありません。道がないようですが、抜け道がないわけではありません。追及されますが、見捨てられることはありません。投げ倒されますが、滅ぼされません。絶えずこの体にイエスの致死力を帯びています。それはまたイエスの命が私たちの体に現わされるためです」。


  この崇高な思想を仔細に追うことは紙面と時間の都合で許されません。これに関するもう一つの例を追加するだけにします。それは、彼が述べている肉体の棘についてです。これは多くの研究者や注解者を困惑させてきました。


  さて、これまで説明してきた原理により、この難問を解くことができます。さしあたってパウロの棘は肉体の病気だったとしても――それに関して私たちは深刻な疑念を抱いていますが――、また、彼の祈りに応えて文字どおり取り除かれなかったのだとしても、依然として次の事実は残ります。すなわち、その代わりにパウロに何かが与えられたのです。それは棘を取り除かれるよりも良いものであり、棘を取り除く代わりになるようなものでした。彼はそれをキリストの力と呼んでいます。キリストの愛の慰めでも慰安でもありません。棘を負うための忍耐でもありません。それは実際的な力であり、その力を通して、棘を取り除いてもらう場合よりも多くのことを行えたのです。ですから、少し後に彼は、「まことに、使徒のしるしは、あなたたちの間で、しるしと不思議と力あるわざとによって、忍耐を尽くして現されました」（二コリント十二・十二）と言うことができました。実に、この棘がまだ残っているときに、彼は「私が弱い時、私は強いのです」と断言したのです。


  ですから、その棘が肉体的な弱さであって、取り除かれなかったのだとしても、それでも何かが彼に与えられたことは確かです。その何かとは、実際の力、十分な力、彼自身の全き健全さや健康に優る力を成すものでした。


  これこそ、まさにこれまで述べてきたものです。それは目に見えない命でした。超自然的な活力の源でした。より太い電線ではなく、電線を流れるより強い電流でした。パウロの命ではなくイエスの命だったのです。


  さて、神癒にまつわる多くの不可解な経験はこれで説明がつきます。あなたの体の実際の状態は常に治してもらえるとはかぎりませんが、イエスを仰ぎ見続けさえするなら、あなたに与えられている内なる力、あなたの存在の深みにある超自然的な泉、活力と生命力を、あなたは見いだすでしょう。この活力と生命力によりあなたは、自分の上にのしかかるあの重苦しい症状を克服し、肉体の命に対するあらゆる圧迫をその症状にもかかわらず軽々と飛び超えることができるのです。


  神はこのように私たちに、目に見えない領域に生きること、霊の領域の水の上を歩くこと、空虚に思われるものを信仰によって踏みしめてその下に岩を見つけることを、教えようとしておられるのです。


  ですからパウロは、第二コリント四章の超自然的な体についての崇高な議論を次の節――この節はこの原則から離れるなら不明瞭になってしまいます――に要約しています。「こういうわけで、私たちは落胆しません。それどころか、私たちの外なる人が朽ちていっても、内なる人は、日ごとに新しくされていきます」。この議論は完全に肉体の命に関するものなので、彼が言わんとしているのは次のことにちがいありません。すなわち、私たちの霊的力の天然的・物質的源は衰えても、私たちの存在中にある隠された神聖な源は新しくされて強められつつあるのです。しかし、彼が私たちに告げているように、それは私たちが見えるものではなく見えないものに目を留めている間だけです。それは、私たちが非物質的な領域、見えない領域における信仰経験にとどまっている間だけです。その領域に神は住んでおられ、私たちも神と共に住みます。そして、世人の知らない食物を食べて、復活した神の御子の御心から私たちの命をいただくのです。


  結論として、この超自然的な体の偉大な真理は、不信仰に反駁するためのきわめて実際的な現在の真理です。それはこの時代の不信仰に対する反証です。ティンダル教授は、キリストの弟子たちに肉体的奇跡を実際に起こすよう要求しました。賢明な人でそのような僭越な要求に挑む人はいませんでしたが、神はそれを引き受けられました。その日以降、文字どおり数千の神癒の事例があり、それらの事例は多くの点で使徒たちの記録と同じように顕著なものだったのです。


  神が望んでおられるのは、私たちが今日、不信仰な世に、ご自身の臨在と力は人間の生活と経験のあらゆる面で現実のものであることを示すことです。私たちがしるしを求めて神を試みても、神は私たちにしるしを与えてくださいませんが、私たちを不信仰な世に対するしるしとし、御言葉をそれに続くしるしによって確証してくださいます。ただしそれは、私たちが忠実に証しして、信仰によって神ご自身の約束の成就を要求するならばの話です。


  超自然的な体の経験は、魂のより深い命に付随して与えられる祝福です。体は、神と調和しているかあるいは神との実際の接触がないかに応じて、聖霊がご自身を霊に伝達する媒体になったりならなかったりします。ある人は「回心した体」という句を用いました。神の接触を受けている体もあれば、私たちの足下にある土くれのように冷たくて汚い体もあります。神が心の中に入るために、低次の肉体器官という媒体を通らなければならない時、そこには明らかに妨げがあります。食事を熱い皿で取るか、冷たい皿で取るかには、大きな違いがあります。冷たい皿は、これまで出された最高の夕食ですら冷ましてしまいます。ですから、聖霊はご自身を私たちの霊に伝達する媒体が霊的であることを望まれます。私たちの体全体が神の臨在と聖霊のバプテスマで浸透されている時、私たちは神の御思い、影響、提案に、より明確に接触することができます。私たちの環境は聖なる天的なものになり、都の城壁は要塞のように敵の侵入から守られるようになります。


  たんなる天然的健康や物質や器官には、生まれながら利己的で天然的な欲求への傾向があります。しかし、キリストが私たちの心を満たされる時、聖くないものに対する欲求は取り除かれます。そして私たちは、死すべき肉体に神の接触を受けたことのない人々の強い感覚的命から発する、無数の悪の暗示から救われます。


  神癒は、その最も深遠で最も高度な意味においては、自己耽溺や地的な考え・感覚・行為に向かう多くの傾向性から救うものです。私たちの全存在が、神が奏でられるよく調律された楽器となります。そして私たちは自分の体で神をあがめることを学びます。私たちの体は神の体でもあります。しかしそれは、霊が天然のあらゆる低次の領域で神の接触に共鳴し、私たちの存在の通路が神の臨在の啓示に対してすべて開かれて、それにより、どこまでが体でどこからが霊かわからなくなって、「主に対して聖」と私たちの存在のすべての繊維に書き記されるほどになるならばの話です。


  この超自然的な命を経験することにより、私たちの奉仕の効率は大いに向上します。それにより、私たちは無数の肉体的障害や自己憐憫・つぶやき・落胆から救われるだけではありません。困難な奉仕のための活力や能力が高まって、辛抱強さを与えられるだけではありません。神の接触を受けている体が行う奉仕の質は遥かに高いのです。神のために語り歌う声には、たんなる土くれの楽器を使う場合よりも、強い響きがありますし、恵みをより直接的に供給することができます。神に触れている足は、神の使信をより早く伝えるだけでなく、より直接的に霊的な結果を成し遂げます。手の感触が異なるのです。この天の接触がなければ決して表明されえなかったものが、この手の感触によって伝達されるのです。


  それは神の使信・神の使者であるだけでなく、それを伝える媒体そのものが、天の命と力の泉に浸されることにより、霊化されて聖なるものとされているのです。


  最後に、神の教会は特に今日、世界に対する、特に異教世界に対する証しを確証する、超自然的な力の新たな接触を必要としています。


  前の章で述べたように、この真理は誇張されがちですが、それよりも大きな危険があります。それは、人類に対して証しするとき、この真理を見落として、自然主義や合理主義といった低い次元に落ち込んでしまうことです。いつの時代でも、この真理は依然として真実でなければなりません。神もまた、みこころにしたがって、しるしと不思議と聖霊の賜物とをもって、それを証ししておられます。キリスト教のキリストは昨日も、今日も、永遠に同じである以上、キリストのキリスト教も、昨日も、今日も、永遠に同じでなければならないのです。


  



  第六章 超自然的な希望


  「祝福された望み、すなわち、大いなる神また私たちの救い主イエス・キリストの栄光の出現を待ち望むようにさせています。」（テトス二・十三）


  「神の日の到来を待ち望み、また早めなさい」（二ペテロ三・十二）


  



  第二ペテロ三章の冒頭で使徒はある思想家の学派について述べています。その学派は終わりの時代に現れて、「彼の来臨の約束はどこにあるのか？先祖たちが眠りに就いて以来、万物は創造の初めからそのままである」と言うでしょう。この言葉は、哲学者や科学者のある学派がまさに今日広めている教義を別の形で表現したものにほかなりません。


  これは実質上、進化論の教義的原理です。その主要な原理はこうです――「今あるものは、過去に類似したものから進化してきたものであり、将来も発展し続けて同じように展開していくであろう。自然の成り行きを差し止めるような現実的危機はこれまでなかったし、これからもないであろう。したがって、至高の存在がこの惑星の未来の歴史に直接介入し、人の姿で地球という舞台に来臨するといった、乱暴で不自然な教義は、最も優れた文明的直観と確立済みの科学的原理にことごとく仇なすものである」。


  悪魔の手口は、宇宙のすべてを合理的な根拠に還元し、人類の歴史の過去からだけでなく未来からも超自然的なものを排除して、人間と自然だけで十分であり完全であるとすることです。


  さて、自然はこの誤った仮定に反対して自ら証言しています。きわめて思慮深い科学者たちが、この世界は自滅的要素を内包していること、そして、事物のまさに性質中に天体の軌道に決定的な一大破局を招く原因となるものが働いていることを、自ら私たちに告げています。科学の第一人者であるフンボルトは、時がたった将来のある時期に地球は大崩壊すると自ら予測しました。ペテロがこの節で私たちに告げているように、私たちの惑星の歴史で最近起きた出来事が途方もない一大激変について証言しています。水の洪水が全人類を一掃したのです。これは来るべきさらに大きな現実を予表するものでした。すなわち、炎の洪水が世界を最後の炎で包むのです。過去が物語るのは進化ではなく激変でした。そしてさらに大きな破局が、自然の観点から見ても預言の観点から見ても、私たちの前に迫っているのです。


  さらに、私たちの人間生活のすべての枠組みが証ししているように、現在はさらに偉大でさらに長続きするものの不完全な予表にすぎません。私たちが今日感じ、目にし、知るものはみな、無限の未来の胚子にすぎません。私たちの本性の奥底にある本能は、より広大な領域、より荘厳な生活、より安住できる故郷について私たちに告げます。地上で私たちは、愛する者の上で墓が閉じる時になっても、まだほとんど愛することを学んでいない有様です。死や変化の荒々しい手が構想を打ち砕き、企てを台無しにするときはじめて、計画を立てる有様です。人生は壊れた柱や新たに造られた墓でいっぱいです。被造物は、より良い日、偉大な解放者を求めてうめいています。私たちの内なる声はことごとくこう叫んでいるかのようです、


  
    時の流れの彼方に、


    死の支配の彼方に、


    確かにより明るい国があります。


    彼処では人生は息のようではなく、


    愛情は、その火花が上に飛んで消えていく


    儚い炎でもありません。


    上なる世界があります、


    そこに別れはなく、


    ただ善のために


    永遠の愛が形成されます。


    そして信仰は地上で見ます、彼処の輝かしい領域に移された


    亡くなった知己らを。
  


  神に感謝すべきことに、この祝福された望みについて、啓示の光は明瞭で曇りがありません。この光は、啓示の夜明けから輝かしい完成に至るまで、弱まることなく、ますます輝きを増していきます。


  エデンの門の奥にいたケルビムの神秘的な姿の、まずはその輝かしい頭と、そして最終的にはそのすべての肢体は、贖われた人間の予型でした。獅子の顔は王者の風格を、雄牛の顔は力を、人の顔は完全な人間性を、高く舞い上がる鷲の顔は気高さと神との合一を物語っていました。これはみな、まずキリストにおいて、次に彼に贖われた者たちにおいて成就されるべきものでした。それはエデンの門に置かれた写真のようなものであり、失われたパラダイスから放浪者として出て行く哀れな傷ついたアダムに、彼の種族の将来の栄光を示すものだったのです。


  このビジョンを、神は主イエス・キリストによる回復を受け入れるすべての人に与えてくださいます。私たちは失われていて罪深いかもしれませんが、いつの日か、私たちの高くあげられたかしらと同じくらい栄光に満ちるでしょう。


  次に、この祝福された望みは、エノクが最初に宣べ伝え、後に身をもって実証したテーマであることがわかります。彼は再臨を預言した最初の預言者でした。そして、その務めが終わった時、神は彼を連れ去って、彼が証ししたこの輝かしい望みを彼自身において実現させることにより、それに対して証しされたのです。


  ノアと彼が通った大洪水とは、主の来臨に関する最も偉大な真理のいくつかを絵図によって示しています。エノクが嵐の前に携えあげられる聖徒たちを表しているのに対して、ノアは艱難を通って彼のようにくぐり抜けて新しい地を受け継ぐイスラエルの民を表しています。ノアの時代は人の子なる方の時代の予型であり、彼の超自然的解放の物語はすべて、キリスト教時代の終わりの時を予表しているのです。


  アブラハムも同じように、この来るべき時代の力の下で生きました。彼は約束の地を契約によって受けたものの、彼自身はその地ではよそ者であり、後に受け継ぐことになる嗣業を信じつつ亡くなりました。彼がカナンにおける唯一の所有地であるマクペラの洞穴をあれほど大事にした理由は、そこが彼の愛する妻の埋葬地であり、輝かしい復活のときに将来その地を受け継ぐことになるという神の契約の保証だったからでした。彼に対する神の約束は千代に及ぶものであり、それらの約束が究極的に完全に成就されるのはまだ遥か先のことにちがいない、と結論づけるのは難しいことではありません。


  同じようにヨセフは亡くなるとき、自分の骨に関して指示を与えて、超自然的な望みに対する信仰を示しました。彼は、自分がイスラエルの聖徒たちと共に終わりの時代に自分の土地に立つ時、自分の塵が将来受け継ぐ土地の一部となるよう望んだのです。


  この希望について、ダビデの詩篇や旧約の預言者たちの歴史を辿るには時間が足りません。旧経綸が、イスラエルの荒廃と、神の御旨を果たしそこなった人類の完全な失敗のただ中で終わりを告げた時、さらに優った希望の光が、この群がる暗闇のただ中で輝き始めた、と言えば十分でしょう。イザヤ、エゼキエル、エレミヤ、ゼカリヤ、そして特にダニエルは、遠い未来を見渡して、諸々の時代に関する素晴らしい展望と、その完成となるキリストの輝かしい来臨とを見て、語りました。新約聖書と同じように、旧約聖書も未来についての壮大な黙示録で幕を閉じるのです。


  主イエス・キリストの務めは、将来の来臨を示す荘厳な実物教材で、その頂点を飾りました。ガリラヤでの素晴らしい働きから転じようとしておられた時のことです。彼は弟子たちを連れてヘルモン山の高台に行き、一時の明るい輝きの中、ご自分の神性の表から覆いを外して、来臨の栄光の輝きをことごとく現わされました。彼ご自身の変貌した御顔と御姿の中に、弟子たちは再来される時の彼を見ました。他方、モーセとエリヤの中に、弟子たちは、まず、眠っている死者がよみがえらされる時のビジョンと、次に、携え挙げられる時の生者のビジョンとを見ました。これはみな、主イエスの御力と来臨のビジョンである、とペテロは告げています。このビジョンは、自分たちが直面している暗い艱難を目の前にして、彼自身の心を励まし、他の人々を慰めるためのものだったのです。


  しかし、彼の最後の講話の中で、彼はご自身の来臨についてのメッセージを十分に説明されました。地上生活の最後の週にオリーブ山の中腹に座して、非常に明確かつ鮮明に、キリスト教時代に立て続けに起きる出来事と特にその終幕について語られたのです。これらの素晴らしい講話は、来臨に関する後のすべての預言の本質を含んでおり、深く学ぶ価値があります。


  しかし、ペンテコステの後、聖霊はこの偉大な真理をいっそう豊かに解き明かされました。すべての使徒がその証人でした。ペンテコステの日に、彼らは聖霊と主の来臨の関係をはっきりと指摘しました。イエスが去って行かれる時の最後の約束は、御霊のバプテスマと彼ご自身の文字どおりの再臨でした。ペテロの初期の宣べ伝えの一つは、まず、御霊が主の御前からもたらされる「新鮮にする時季」に、次に、主を迎え入れた天が主の最後の降臨のために主を手放す時に、主ご自身がもたらされる「復興の時」に、非常にはっきりと言及しています。


  パウロは、テサロニケ人への二つの手紙を書いたとき、この偉大な真理に言及しました。また、すべての手紙の中でそれについて、さいわいな霊感と期待を与えるものとして、何度も言及しています。


  ペテロはこの「祝福された望み」について多く述べています。また、彼らの中で最も実践的で神秘主義やいかなる夢想からも最も遠かったヤコブですら、当時の苦闘している虐げられたクリスチャンたちに、労働組合やストライキによってではなく主の来臨によって自らの過ちを正しなさい、と述べています。また、主の御心に最も近く、最後のメッセージを与えた最後の人であったヨハネは、荘厳な黙示録――それは主の来臨とその前後の出来事についての一つの長大なビジョンです――で聖典を閉じ、霊感された書を封印しました。


  新約聖書の大まかな内容と構造は旧約聖書と似ています。第一に事実についての物語、第二により深い霊的真理の教え、第三に御父の預言的啓示があります。私たちがまずキリスト教の諸事実と御霊の深みの中に確立されないかぎり、神は彼の来臨についての輝かしい教理を私たちに託すことはできません。あらゆる教理の中で、この教理は、もてあそんだり、おしゃべりしたり、理論として軽々しく掲げるのに、最も適していません。私たちはキリストの中に深く根ざし、土台づけられる必要があります。そのときはじめて、私たちはこの教理を的確に把握して、伝えられるようになります。しかし、私たちが御霊を豊かに受けた後、御霊がなさる特別な務めの一つは、私たちに来るべきことを示し、ビジョンの扉を開き、預言の言葉を解き明かすことです。


  さて、聖霊がこの輝かしい希望を啓示されるとき、その超自然的性格のいくつかの点が現れます。


  第一に、それはキリストを超自然的に啓示します。主イエスが超自然的な人としてかつてこの地上に住まわれた事実を受け入れているなら、彼がこの地上を再び訪問し、その至高の主としてさらに長くそこに住まわれることを、どうして奇妙に思うのでしょうか。すべてのクリスチャンはこう信じています、かつてこの地上の舞台を歩まれたこの神聖な御方は今、彼方の天のどこかに、実際の目に見える御方として住んでおられる、と。かつて住んでいた世界に自ら戻ることは、彼にとってほんの少しの移行にすぎません。さて、これが主の来臨の教理の共通認識です。「このイエスは（中略）天に行かれるのをあなたたちが見たのと同じ様で来られます」。もちろん、彼の来臨は次の点で異なっているでしょう。すなわち、彼の地上の務めのあいだ彼の神性を覆っていた謙卑の覆いは永遠に取り去られるであろうこと、また彼の神性と普遍的主権の威光が全く輝き渡るであろうことです。


  これは文字どおりの目に見える出現を意味することは、ほとんど証明するまでもありません。この数世紀のあいだ、キリスト教会の大部分は奇妙な理論を受け入れてきましたが、その理論はこの祝福された望みの力と意義を実質的に取り去ります。この霊解された解釈によると、彼の来臨の約束は彼の民の心の中に彼が個人的に住まわれるという形で、また、すべての諸国民の間で福音の真理・原理が勝利するという形で、実質的に成就されるというのです。


  さて、この第一の点については、こう言えば十分でしょう。新約聖書の使徒たちは、キリストの内住を豊かに享受していたにもかかわらず――キリスト教時代に人が望みうるかぎり享受していたにもかかわらず――、キリストの実際の来臨を彼らの希望の最高の対象として常に待ち望んでいたのです。


  他方の点については、次のことを思い出せば結論が得られます。すなわち、キリストの来臨について述べるとき、聖霊は一様に、彼の出現時の世界は、神の霊の真理の影響下には決してなく、むしろ実際には罪と霊的衰退のどん底にあることを示しておられるのです。もし主の来臨が本当に真理の勝利なら、以下のような節をどう考えればいいのでしょう？「人の子が来る時、地上に信仰を見いだすでしょうか？」「ノアの日々にそうであったように、人の子の日々もそうでしょう」。予言のホロスコープは現経綸下におけるキリスト教の発展と世界大の義の未来を決して啓示していません。この予言のビジョンは次のような時代を描いています。すなわち、不信仰と世俗心と罪が終末に向かってますます悪化し、他方、小さな群れであるキリストの真の教会は、蔓延する衰退のただ中に立って、キリストを証しし、彼の出現を待ち望んでいる、という時代です。この出現は、明確な印を帯びた明白な出来事として常に描写されています。天の端から端まで輝き渡る稲妻のように明確で圧倒的なのです。これは偉大な超自然的事実です。そして、その中心人物はキリストご自身です。キリストご自身の栄光が、感嘆する聖徒たちだけでなく驚嘆する世の目前で、ことごとく啓示されるのです。


  第二に、信者たちは超自然的に変容させられます。この祝福された望みは、栄光を受けたキリストだけでなく、その聖徒たちの栄化をももたらします。眠っている者たちは、キリストの全能の力の超自然的・瞬間的な顕現によって、死者の中からよみがえらされ、生きている者たちは、その直後に変化させられることになります。両者に臨むこの変化により、彼らは栄光を受けたかしらの完全な似姿に全く変容させられます。


  この出来事は並外れた言葉で描写されています。彼は「万物を彼ご自身に服従させることができる彼の活動にしたがって、私たちの卑しい体をも変容させ、それを彼の栄光の体に似たものに変えてくださいます」。


  第一コリント十五章の類推による議論の中で、使徒パウロは復活の体の比類ない栄光について、いくつか暗示を与えています。それは霊の体であり、天の体である、と彼は述べています。それは墓に沈んだ体とほぼ同じものですが、それでも言語を絶するほど異なっています。土に植えられた種と、それから芽生えて花と豊かな実で覆われた美しい植物との関係に、それは似ています。新鮮な香り高い花を咲かせて金色の実を垂らしているオレンジの木と、土に植えられた小さな乾いたオレンジの種の関係と同じことが、栄光の体と、私たちが死ぬときに横たえるこの朽ちた体との関係にも言えます。「朽ちるものでまかれ、朽ちないものに復活させられます（中略）弱さの中でまかれ、力の中で復活させられます。天然の体でまかれ、霊の体に復活させられます」。


  復活と栄化された体についてのこのさいわいな真理は、人の哲学や科学の探求を超えたものです。人が知識を得る通常の過程では学べない真理です。それは明らかに超自然的なものであり、神が啓示された教理として信仰によって受け入れなければなりません。


  しかし、自然界にもそれに関する美しいたとえが存在します。埋められた種が発芽する過程は復活の神聖な型です。極上の銀の宝石を、化学者が酸の中で溶かすと、それは目に見えなくなりますが、次に、その溶液に新たな酸を加えて沈殿させることにより、それを元に戻すことができますし、それをるつぼに入れてもっと美しい形に造り直すこともできますが、これもまた型なのです。


  これは神の輝かしい超自然的な贖いに対する人のお粗末な予測にすぎません。この途方もない真理の最高の絵図・証拠は、常に次の単純な事実でなければなりません。すなわち、人類のかしらであるキリストは死んで死から復活されたのであり、彼の栄化された体は私たちの復活の型であり保証である、という事実です。


  第三に、物質界は超自然的な変容を遂げます。人が変化させられるだけでなく、人の住まいも素晴らしい変容を遂げるのです。罪の痕跡、苦しみと死の記憶は消し去られます。墓場はなくなります。死という恐ろしい事実は遠い過去の記憶にすぎなくなり、墓場は死者を明け渡すだけでなく、分離と破壊の業をやめます。低次の被造物の野性的で野蛮な本能は服従させられます。獅子は雄牛のように温厚になり、狼は小羊と共に伏し、コブラやサソリは刺さなくなります。自然界の弱者階級は、強者の餌食になる法則の下でもはやうめき声を上げなくなります。


  重力の法則も変わります。新エルサレムでは、通りは水平方向だけでなく上下方向にも伸びており、前後に移動するのと同じくらい自由に上下にも移動できます。なぜなら、地球の重力は永遠に断たれて、重心は主ご自身になるからです。不毛な砂漠はバラのように花咲きます。地球の気候は変わり、「彼らを照らす太陽の光や熱」、また厳しい霜や雪が、彼方の愛の夏国を悩ますことはもはやありません。地上は下界の天となります。パラダイスが回復されます。呪いは取り消されます。そして、無限の知恵・愛・力によってこの惑星は自然界の模範となり、全き贖いの輝かしい御業を飾るものとなります。


  第四に、この祝福された望みは、神の摂理と世界・宇宙の統治とに超自然的な変容をもたらします。人の政府は検査され、試され、あわれな失敗であることが判明しました。


  ダニエルの幻では、地の王たちは多くの野獣の破壊的勢力として描写されていますが、いと高き方の聖徒たちが最終的に王国を受けるという輝かしい約束が与えられています。「主権と大いなる王国は、いと高き方の聖徒である民に与えられます。彼の王国は永遠の王国であり、すべての主権は彼に仕え、従います」。キリストご自身が世界の主権的支配者になられます。ゼカリヤはきわめて明確な言葉でこう述べています、「主が全地の王となられる。その日には、主ひとり、その名一つのみとなる。（中略）エルサレムに攻めて来るすべての諸国民のうち、生き残った者はみな年ごとに上って来て、王、万軍の主を礼拝し、仮庵の祭りを守る」。


  贖われた聖徒たちはまさにこう歌います、「あなたは私たちを私たちの神のために王とし、祭司とされました。私たちは地上で支配します」。黙示録の最後のビジョンではこう約束されています、「第一の復活にあずかる者は、幸いであり、聖である。これらの者たちに対して、第二の死は何の権威もない。彼らは神とキリストの祭司であり、千年の間、彼と共に支配する」。


  地上の巨大な重荷の一つに、腐敗した政治体制の呪いがあります。その政治・社会システムは、支配権を持つ方が来られないかぎり、決して正しくなることはないでしょう。キリストの来臨は、社会の悪と政治体の病とに対する唯一の治療薬です。クリスチャン市民としての責任を果たしましょう、しかし、常に覚えておこうではありませんか、私たちの国籍は天にあり、そこから地の真の王が来られるのを私たちは待っているのです。


  この地球が新たに整えられるとき、それは他のすべての世界に影響を及ぼすでしょう。キリストの贖いは天と地の万物を和解させるものである、という感覚があります。それが一体何を意味するのかを十分に予言することは、聖書に照らしてみても不可能です。しかし、千年期を超えて、代々の時代がさらに広大でさらに壮大な形で展開していくであろうことは確かです。その結果は最終的に、義のみが宿る新しい天と新しい地です。そして、人類の贖いの物語の中で展開され確立された偉大な原理が、何らかの形で、宇宙の遠く離れたすべての天体や神の宇宙帝国の全領域に対して適用されることになるでしょう。おそらく、それらの天体群はこの贖われた惑星の遠い植民星になるかもしれませんし、聖徒たちは地球での奉仕と忠誠に対する報いとしてそれらの天体群を大いなる主権と支配権をもって統治することになるのかもしれません。


  来るべき時代の人間生活の諸形態について述べられていることから、少なくとも次のことは十分に明らかです。すなわち、千年王国時代には三つの異なる人々がこの惑星上にいるのです。第一は地の諸国民です。彼らは今日と同じように依然として人の水準にありますが、キリストの王国の臣民となり、彼の義と平和による普遍的支配の幸いな特権を享受することになります。


  次にユダヤ人国家です。アブラハムとダビデに対する千代に及ぶ約束が成就して、ユダヤ人国家は存続することになります。これは最高の国家であり、イスラエルは神ご自身の直接統治下にある首都エルサレムから世界的影響力を行使します。そして、古代の神政政治の高遠な理想を欠け目なく、また嘆かわしい失敗を犯すことなく実現します。ダビデはキリスト直々の副君主として彼の古代の王国を統治することになります。アブラハムはそのすべての子孫と共に、長らく待ち望んできた壮大な約束の輝かしい成就を享受することになります。イスラエルは古代へブルの預言のいまだ成就されざるビジョンを国家として文字どおり実現することになります。


  しかし、三番目の種族もいるでしょう。すなわち、復活させられて携挙された聖徒たちです。彼らは地上で統治しますが、天的命と霊の体を持っています。彼らの世界統治は、常にいます彼らの王である主イエス・キリストご自身の直接的指示下にあります。彼らはこの王国の執政官になります。彼らの力は御使いたちの力に似たものになるかもしれません。今、御使いたちは自然界の諸問題において非常に重要な役割を果たしており、神は彼らを用いて諸国民の諸問題を管理し、人間の諸問題に関してサタンの憎悪や邪悪な人々の反対・妨害を食い止めておられますが、そのような力を持つことになるかもしれないのです。


  千年王国時代の復活させられた聖徒たちは、物質界と人間生活の体系すべてに自由にいつでも出入りできるでしょう。人々を訪問したり、時には彼らとの戦いに従事することもできるでしょう。しかし、はるかに高い水準で生活することになるでしょう。アブラハムのもとに来た御使いたちや、復活後の四十日間の主ご自身のように、彼らはきっと人の食卓や地上の家族の団欒で座して食べ飲みし、単純な愛の交わりを持つことができるでしょう。しかし、食物による養いも、眠りによる回復も、現在の肉体に必要なものを供給してもらうことも、必要ないでしょう。彼らの生活は超自然的なものになり、主ご自身から直接支えてもらうことになります。キリストが私たちに語られたように、彼らはある意味で、めとったりとついだりしない御使いたちのようになります。復活の子らであるので、もはや死ぬことはありえません。もしかすると、私たちが栄光を受けた私たちの主と共に住むのは、地上ではなく新しいエルサレムにおいてであるかもしれません。新しいエルサレムが、千年王国時代だけでなくその後も、聖徒たちの住まいになるのかもしれません。この都は天から下って来ますが、地に接して、地の住民と常に関わりを持つことになります。


  もちろん、私たちの現在の思考や概念の範囲をはるかに超えた事柄について、理想論的な大胆な推測をすることには注意が必要です。しかし私たちは、私たちの主の四十日間の復活生活について知っているので、私たちの心はこのうえなく喜ばしい期待で励まされます。その期待は、間もなく私たちに臨むことになる輝かしい生活に対するものであり、また、彼が私たちにとって大切な多くの望み――それらはおそらく証明できないけれども私たちが大事にしているものです――に関して私たちに告げられた、「そうでなければ、あなたたちにそう話していたでしょう」という御言葉に対するものです。


  結論として、主の来臨という超自然的望みは現在の真理です。なぜなら、第一に、それは現代の人間中心主義に対する真の解毒剤だからです。自己充足している人は、自分のバベルの塔を建てて、自分の未来の理想郷を野心と想像力で夢見ています。しかし、これらすべてに対して、神は天から笑って語られます、「しかし、わたしはわたしの王を、わたしの聖なる山シオンに立てた」と。人々には好き勝手な愚かな夢を見させておきましょう。来るべき諸世紀のための投資や計算をさせておきましょう。しかし、私たちは「土台のある都」を待ち望んでいます、「その建設者と建造者は神です」。


  第二に、この祝福された望みは、人類の歴史と摂理とそれらが生み出す問題や困惑という事実を解き明かす唯一の鍵です。過去は、それを神の計画の光の中で読むとき、すっかり明らかになります。また、現代の歴史も、そのすべての動きの中心に神の明確な御旨を見るとき、単純なものになります。神の御旨は、地上の政府は失敗であることを証明すること、国々や諸国民の諸問題を支配して全地からご自身の民を召し出すこと、アブラハムの子孫を他のすべての民族と区別してそれらよりも高く保つこと、そして、イスラエルと教会に関する御旨を妨げる不法の体系を打ち倒すことです。


  預言の光の中で読むと、バビロン、ペルシャ、ギリシャ、ローマの興亡が理解できます。ヨーロッパの引き裂かれた版図とバラバラになった過去の王国も理解できます。教皇やイスラム教勢力の興亡を理解できます。英国民の優位性を理解できます。北方ロシアの力の増大を理解できます。トルコの大虐殺、アルメニアの恐怖、狂信的イスラム教の台頭、イスラエルに対する迫害を理解し、素晴らしい将来展望を享受することができます。すなわち、シオンの旗の周りに、また、国家の速やかな回復という希望の周りに、ユダヤ国民が集結する、という展望です。私たちは、現代の商業活動の高まりと奇妙な邪悪さを理解することができます。小さな群れのより深い生活と、世界大の宣教というより広範な事業を見ることができます。からだである教会のために万物のかしらである御方は、最後の大きな戦いを用意されつつあり、主の日のために地と天の勢力を集結されつつあります。


  また、この超自然的望みはクリスチャンの生活と働きにおける最高の励ましです。この真理ほど私たちを励まして、この絶望的な地上から召し出し、私たちの希望と志を来るべき王国に堅く据えさせるものはありません。この真理ほど私たちを聖別して、聖潔という白衣だけでなく、いっそう深い愛という婚礼衣装をも確保するよう私たちを促すものはありません。この婚礼衣装だけが、私たちを花婿に会うのにふさわしくすることができます。また、この真理ほど、器の中の油である聖霊のバプテスマを受けるよう私たちを召すものはありません。この油は、あの愚かな処女たちが犯した愚行や失敗から私たちを救います。


  同様に、それは勤勉で忠実な奉仕へと促す大きな誘因です。私たちは、明確な目的と輝かしい期待をもって、理性的に働いています。宙を打っているわけでも、世界の回心を空しく求めているわけでもありません。むしろ、私たちの来るべき主と協力しているのであり、主の来臨に先立つ最後の条件として、すべての諸国民に証人として福音を与えているのです。クリスチャンは、この偉大な働きの必要性と重要性を最も強く意識するようになった人々です。というのは、彼らは時を理解し、イスラエルのなすべきことを知り、私たちの時代の最後の二つの運動において、街の通りや路地にこのメッセージを与え、大通りや垣根やこの世の数百万の追いやられた者たちにこのメッセージを与えているからです。


  そして、私たちはこう信じています、この超自然的な望みが、失われている人々に対する、特に現代の未伝道国に対する、最も説得力のある確信に満ちたメッセージであると。「王国の福音」という句が特に強調されているように思われますが、この句は、終わりが来る前にすべての諸国民に対して証しをすることに関連して使われています。


  少なくとも、使者たちは出て行って王の差し迫った来臨を特に警告しなければならないことが示唆されているようです。私たちは、世界を目覚めさせる力を持つこの偉大なメッセージを、可能なかぎり明確に力強く用いてこなかったのではないでしょうか。


  ヨナがニネベ人の所に天の使者として赴いた時のことを私たちは覚えています。彼は、四十日以内に王の王なる方が地上の邪悪な諸国民の一つを裁かれる、と厳しく宣告しました。王から最も低い奴隷に至るまで国民全体が恐れて悔い改め、荒布と灰をまとって座し、エホバのあわれみを得ました。


  パウロがテサロニケ人に宣べ伝えた時、これが彼らに対する彼のメッセージだったにちがいありません。というのは、彼は彼らに最初の手紙の中で、彼らは偶像から転じて生ける真の神に仕え、天におられる御子を待ち望むようになった、と述べているからです。


  また、黙示録の最後の宣べ伝えの絵図では、すべての種族・国民・部族・言語の人々に永遠の福音を伝える御使いが、神の裁きの時が来たことを彼らに宣言して、裁き主に会うように召す驚くべき呼びかけをしています。これは、神の教会がキリスト教国における世俗主義や懐疑主義に立ち向かうための現在の真理であるだけではありません。特に、私たちがキリストのための大使としてそれを携えて行って、神聖な権威をもって伝え、異教世界の不敬虔な諸国民に対する彼の最後のメッセージとして力強く指し示すべきものでもあるのです。


  現在、現場にいる海外宣教士の大多数がこれを全く信じきっていることは、心強い事実です。


  



  第七章 超自然的な働き


  「私たちは神の傑作であり、良い働きのために、キリスト・イエスの中で創造されました。神は、私たちがその良い働きの中を歩くようにと、あらかじめ定めてくださったのです。」（エペソ二・十）


  



  使徒はここで、私たちの働きは「用意されていた」と告げています。というのは、これが「定めて」という言葉の正しい訳だからです。それは「私たちがそれらの中を歩くため」です。それらは私たちの働きではなく、神が聖霊とキリストの内なる働きを通して私たちに供給してくださったものであり、私たちは「（私たちの中に）力強く働く、彼の働きにしたがって」成し遂げるにすぎません。私たちの全生涯は最後まで超自然的なものでなければなりません。私たちは奉仕を受け取ってはじめて奉仕できるようになります。「私たちは揺り動かされない王国を受けているのですから、恵みを持とうではありませんか。この恵みによって、私たちが敬虔と畏れをもって、神に喜ばれる奉仕をするためです」。


  私たちは自分の働きのために超自然的な力を持たなければなりません。自分の天然的な意気込み、エネルギー、熱意に死の宣告を下さなければなりません。そして、自分自身の力に対して死に、聖霊を通して力を受け、彼の中で自分の働きをしなければなりません。


  モーセは四十歳の時、イスラエルを解放しようという熱意をもって進み出ましたが、拒絶されるしかありませんでした。その後、彼が八十歳で戻って来た時、彼は砕かれた人、へりくだって自分の欠点を自覚している人になっていました。神は彼を、ご自身の杖すなわちエホバの御手の中にある道具として、用いることができました。


  キリストご自身、奉仕のための力は神から供給されたものであることを、常に自覚しておられました。「わたしは自分自身からは何もすることができません」。彼は言われました、「わたしは聞くとおりに裁きます」「わたしの中に住んでいる父が、御業を行なっておられるのです」。ですから、彼は聖霊を受けるまで公の務めを開始されませんでした。そのとき、彼の神聖なパースンに第二の神聖なパースン――神格の第三のパースン――が加えられました。そして、彼の地上の務めの間ずっと、彼の働きでは神の御子と神の霊という二つのパースンが結合していました。彼は御霊に依存することを選ばれました、それは彼が依存という点で私たちのより完全な型となるためでした。


  ですから、彼の弟子たちは、高き所から力を与えられるまでエルサレムにとどまるよう命じられました。彼らは自分自身の力で出かけて行かなければならなかったのではなく、知恵と勇気と信仰と全き効力を求めて御霊に拠り頼まなければなりませんでした。


  最もつつましい奉仕といえども、聖霊の神聖なバプテスマを受けないかぎり、だれもそれにふさわしくなることはできません。母親は育児室で、日曜学校教師は授業で、説教者は講壇で、魂を勝ち取る人は求道者と接するときに、聖徒は隠れた部屋で祈りの務めをするときに、このバプテスマが必要なのです。


  この小ざかしさと人の自己充足の時代にあって、何よりも強調する必要がある真理は、効果的なキリスト教の働き全般に対する条件である聖霊のバプテスマの絶対的必要性です。私たちは行く前に待たなければなりません。


  待つことが大事です。敵に追われている旅人が、馬の蹄鉄を直してもらうために鍛冶屋で五分ほど待ちました。そのように時間を浪費するとは愚かな人だと思う人もいたかもしれませんが、それでも実は彼は賢明だったのです。というのは、その最後の瞬間に敵が迫ってきて、勝利の雄叫びを上げた時、旅人は鞍に飛び乗って、たちまち遠くに行ってしまったからです。信仰と力の源で過ごした一週間は、最高の賜物と最高に素晴らしい才能のエネルギーでなされる人の努力による奉仕よりも、遥かに効果的な奉仕を生み出します。


  私たちは超自然的な計画を持たなければなりません。軍事作戦を遂行するとき、司令官は部下の将校らの賢明な協力に拠り頼みます。もし軍隊の一部門が指導者の計画を無視して攻撃に突入するなら、助けどころか邪魔になるかもしれません。とても小さな部隊でも攻防の要所で用いられるなら、敵の側面を迂回して決戦の行方を変えることがしばしばあります。


  キリストは仲介の御業の計画を持っておられます。彼が私たちを遣わされるのは、私たちに運任せで弓を引かせ、気の向くままに駆け回らせるためではありません。私たちが彼の方法を理解し、彼の偉大な御旨にしたがって働くことを望んでおられます。御霊の約束（使徒一・八）に予表されているように、福音はまず中心に、次に周辺に、そして地の果てに伝えられます。


  この計画は、使徒行伝十五章に記されているキリスト教会の最初の大会議でさらに詳しく解き明かされており、三つの大きな区分から成ります。第一に、異邦人を訪れて彼らの中から御名のために一つの民を連れ出すこと。第二に、主の帰還とイスラエルの回復。第三に、すべての異邦人を集めつつ千年間統治することです。


  賢い働き人なら、この計画にしたがって働くでしょう。今日、すべての異邦人を集めようとはせず、彼の再来のための初穂となる少数の人々を異邦人の中から連れ出すことに専念するでしょう。また、もっぱらイスラエルに注意を集中することもないでしょう、なぜならイスラエルの回復は主の帰還と共に実現されるからです。異邦人に福音を与え、彼らの中から御名のために一つの民を集めることを、彼は主な任務とするでしょう。


  これにより、私たちは多くの苦い失望から救われます。私たちは、世界のすべての人々を回心させようとはしないでしょうし、今日の虐待をすべてやめさせようともしないでしょう。これは次の経綸に属することです。むしろ私たちは、この時代の偉大な宣教の働きと、私たちの王を連れ戻すこととに、熱心に取り組まなければなりません。


  私たちは超自然的な指示を持たなければなりません。神の計画を持っていても、自分自身の衝動に駆られて自分の働きに邁進するおそれがあります。それがサウロの過ちでした。神は敵を滅ぼすために彼をイスラエルの王として遣わされましたが、サウロは手綱を自分の手に握って、サムエルの指示を待たずに前に進み出て、その僭越さによって自分も自分の王国も滅ぼしてしまいました。


  この過ちをヨシュアも犯すおそれがありました。神は彼を遣わして、イスラエルを約束の地に導くために彼を祝福すると約束されました。ヨシュアは自分がイスラエル軍を率いなければならないと考えていました。そのため神は、彼の出陣にあたり真っ先に、抜き身の剣を持って彼と会って彼をひれ伏させ、ヨシュアではなくご自身が主の軍勢の将であることを思い出させなければなりませんでした。そして、ヨシュアは勝利の指導者に従うだけで勝利者となったのです。


  使徒行伝の最初の箇所で、ピリポはこの学課を学ばなければなりませんでした。サマリヤでの宣べ伝えで素晴らしい成功を収めたので、人間的考えでは、それが彼の当面の使命であるように思われました。しかし突然、御霊は荒野に下って行くよう彼に命じられました。彼は賢明かつ忠実だったのでそれに従い、サマリヤでの働きから離れ、百マイルも離れた荒野に下って行きました。最終的に、その導きの理由が明らかになりました。エチオピヤの皇子が神に回心して、大アフリカ大陸における福音の先駆者となったのです。


  パウロとシラスですら、自分たちの超自然的な指導者の指示に刻々と従って進まなければならないことを、厳しく教わらなければなりませんでした。彼らが自分たちの計画を遂行するためにビテニヤ、ムシヤ、アジアを突き進んでいた時、聖霊によって突然止められたのです。「御霊は彼らにそうさせなかった」。彼らは自分たちの個人的な指導者である方よりも先走ってしまったのです。彼らは道を戻って神の御前に静まり、新しい命令を待つことを余儀なくされました。彼らは良いことをしているようでしたが、神は喜んでおらず、それを望んでもおられなかったのです。


  もしそれが、まさにその時の私たちのための神の働きでないなら、神は良い働きすら望まれません。自分は何か良いことをしている、自分の知るかぎり最善のことをしている、と言うのは正しくありません。真の奉仕は、神が私たちに望んでおられる当のことを行うこと、それを彼の力によって行って彼を喜ばせることです。もし私たちがそうしていないなら、私たちのキリスト教の働き自体が神の妨げになるかもしれません。今日の宗教的な働きの多くが神のみこころから全く外れているのではないかどうかは、深刻な問題です。今日、アメリカの講壇で説教している多くの人は異教の地にいてしかるべきである、と私は信じています。神のみこころの中にいないせいで、彼らは自分の祝福を損なっており、自分の教会を愚行、俗世、時には不義の中に陥らせているのです。


  そこでパウロは、一時停止して、指導者なる方が道を示されるのを待ったところ、道を見いだしました。その道は、彼が開拓していた土地から彼らを導き出し、エーゲ海を渡って、ヨーロッパ大陸とギリシャ王国に通じるものでした。


  パウロには予見できなかったことの中に、神の大きな究極的御旨がありました。近代の国々がこの広大な大陸を活動の舞台とすることを、神はご存じでした。そこに私たちの祖先が生まれ、その結果私たちが現れることになっていました。パウロが神の導きに従って、自分の働きを放棄して主の働きに取り組んだことを、神に感謝します。


  愛する人よ、あなたは神があなたのために用意された働きをしているでしょうか？利己的な娯楽や、あるいは、中途半端な慣習的形式にすぎないいわゆるキリスト教の働きに、自分の人生を費やすことから神はあなたを御旨のために救われたでしょうか？ひざまずいて、自分の人生は失敗に終わるのではないかどうかを、また、自分は道を失って力を空しく費やしたことが手遅れになってからわかるのではないかどうかを、調べてみてください。


  最後に、超自然的な効力が必要です。神は、道を導くだけでなく、成長させて成果を生じさせてくださいます。神はご自身にあってなされる最もつつましい務めにも効力を与えてくださいます。種は静かに横たわっているように見えるかもしれませんが、必ず芽を出して収穫をもたらすのです。


  次の安息日の礼拝のために大工たちが修理していた空っぽの広間でスポルジョン氏が語った一文が、隣接する店の作業台の所にいた機械工の耳に届きました。二十五年後、スポルジョンはその人が死の床にあった時、たまたま放った矢によってその人が救われていたことを知りました。それはその矢が聖霊によるものだったからでした。


  ある英国の少女が、家族と牧者以外のだれにも知られることなく生涯を終えました。しかし、彼女の生涯の美しい物語が、彼女の牧者だったレイ・リッチモンドによって、「酪農家の娘」という小冊子に記されました。その小さなトラクトは、素晴らしい知性を浪費していたイギリスの若い貴族の手に渡り、それを読んだことでウィリアム・ウィルバーフォースは聖別されたクリスチャンとなり、大英帝国内の全奴隷の解放者となりました。ウィリアム・ウィルバーフォースは「宗教についての実践的見解」という小さな本を書き、それがある気楽なスコットランド人説教者の手に渡りました。その説教者は講壇を去って数学を教えようかと考えているところでしたが、その小さな本からトーマス・チャルマースの力強い魂が生まれ、そして彼の生涯からスコットランド分裂、自由教会、キリストのための偉大な運動と宣教の働き――それはその高貴な教会が導いたものであり、私たちの多くはそのおかげでキリスト教に望みを抱いています――が生じたのでした。


  神の働きの連鎖はなんと驚異的なのでしょう！小さな一言の効力はなんと強力なのでしょう！永遠に生き続ける神の御言葉はなんと不滅なのでしょう！


  私たちは常にその力を意識するわけではありません。実際、神が最もよく用いられるのは私たちの弱さなのです。大いなる謙虚さの中で語られたささやかなメッセージは、他のだれかの心の中で種となり、その実はレバノンのように揺れ、その祝福は地を覆って天を満たすようになります。「神は知者を辱めるために、この世の愚かな者を選ばれました。また神は強い者を辱めるために、この世の弱い者を選ばれました。また神は、有るものを無いものとするために、この世の生まれの卑しい者、さげすまれた者、すなわち無きに等しい者を選ばれました。それはどんな肉も、神の御前に誇ることがないためです。しかし、あなたたちがキリスト・イエスの中にあるのは、神によるのです。このキリスト・イエスは、私たちに至る神からの知恵、すなわち、義と聖別と贖いとなられました。それは、『誇る者は、主の中で誇れ』と書かれているとおりです」。


  「いったいアポロは何者ですか？パウロは何者ですか？主がそれぞれに与えられた分に応じて、あなたたちを信仰に導いた奉仕者にすぎません。私は植え、アポロは水を注ぎました。しかし、成長させてくださったのは神です。ですから、植える者も水を注ぐ者も取るに足りません。重要なのは、成長させてくださる神です。（中略）ですから、だれも人を誇ってはなりません。なぜなら、すべてのものは、あなたたちのものだからです。パウロも、アポロも、ケパも、この世も、命も、死も、現在の事柄も、来たるべき事柄も、すべてはあなたたちのものです。そして、あなたたちはキリストのものであり、キリストは神のものです」。
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